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会 長 挨 拶

ご　挨　拶

　このたび、第53回日本臨床分子形態学会総会・学術集会会長のご指名をいただき大変光栄

に存じます。

　この会を名古屋で主管するのは、第17回（1985年）の名古屋市立大学・解剖学の渡仲三会長

以来36年ぶりとなります。本学会の最大の醍醐味は、普段接することのない異分野の先生方

と直接に顔を合わせてディスカッションするところにありますことから、実地開催を目指して

実行委員の総力を挙げて準備をしておりました。しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡

大の状況は予断を許さず、さらに変異株の出現、ワクチン接種の遅延という現状や緊急事態宣

言の動向を勘案して、学会を実地開催からウェブ開催に変更することと致しました。それに伴

い、会期を1日延長することと致しました。

　昨年に引き続いてのウェブ学会となりますが、多くの皆様から「大切なのは中身ですよ」

と仰って頂き、ふっと霧が晴れたような心持ちが致しました。意識を変えて、分野を異にする

多くの研究者の皆様に学会を大いに楽しんで頂けますよう全力を尽くします。

　さて、本学術集会の開催地は「名古屋」となっておりますが、会期中、長野県・松本市か

らウェブのオペレーションをします。そして、最後の会長講演と閉会式は、片渕秀隆前理事長

をお迎えして名古屋のサテライトより発信します。開催の準備を進めながらウェブ会議の「自

由さ」や「可能性」も実感しております。

　学術集会のメインテーマは「臨床・基礎研究のクロスオーバー」です。最近は学際的な研究、

集学的な研究の必要性が大いに増しております。形態研究も、基礎研究と臨床研究の協調的発

展が求められます。「名古屋」では、この認識を再確認し、臨床と基礎の研究者が一堂に会し

て健康と福祉の向上につながる成果を挙げたいと考えております。

　特別講演としては、小崎健次郎教授（慶應義塾大学医学部　臨床遺伝学センター）に最先端

の臨床遺伝学知識の形態学への応用について、また、山田泰広教授（東京大学医科学研究所　

システム疾患モデル研究センター）には、遺伝子修飾によるがんの多様性という最近注目の

テーマについてお願いしております。さらに、分子形態技術やその応用に関連したシンポジウ

ム、ワークショップを企画しております。

　今大会のセッションを担当していただくオーガナイザーの先生方には、「異分野の研究者に

もよく理解され、かつ最先端のトピックのバランス」という、難しいお願いをさせて頂きま

した。他分野の話はリラックスして聴けるものだと思います。会期を通して多くの皆様に “ 耳

学問 ” も楽しんで頂けることと大いに期待しております。

第53回日本臨床分子形態学会総会・学術集会

会 長　永田 浩一　 愛知県医療療育総合センター発達障害研究所・
副所長
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座長一覧

会長講演

日　程 時　間 セッション名・演題名 座　長

10月24日日 11：20～12：00
会長講演

［ �発達障害を観て考える：	  
生化学者が迷い込んだ異学会 ］

片渕　秀隆（熊本大学）

理事長講演

日　程 時　間 セッション名・演題名 座　長

10月22日金 8：45～9：40
理事長講演

［ �日本臨床分子形態学会に何を期待するか？	  
−これまでの歩みと現状をふまえて− ］

向坂　彰太郎（福岡大学）

特別講演

日　程 時　間 セッション名・演題名 座　長

10月22日金 13：40～14：40
特別講演1

［ �未診断疾患研究を通じた先天異常の原因の探求 ］
水野　誠司 
（愛知県医療療育総合センター中央病院）

10月23日土 15：30～16：30
特別講演2

［ �リプログラミング技術によるがん細胞の理解と制御 ］
中山　敦雄 
（愛知県医療療育総合センター発達障害研究所）

教育講演

日　程 時　間 セッション名・演題名 座　長

10月23日土 14：10～15：10
教育講演1

［ �子どもにあわせた育て方の「かたち」 ］
齋藤　豪（札幌医科大学）

10月23日土 16：50～17：50
教育講演2

［ �進歩する眼科手術とその形態学的再評価 ］
北岡　隆（長崎大学）

奨励賞受賞講演

日　程 時　間 セッション名・演題名 座　長

10月23日土 13：30～13：50
奨励賞受賞講演

［ �Extracellular vesiclesを用いたがん細胞の生存戦略］
菱川　善隆（宮崎大学）

シンポジウム

日　程 時　間 セッション名・セッションテーマ 座　長

10月22日金 15：00～17：00
シンポジウム1

［ �分子形態学から見た消化器病学関連疾患の新たな展開 ］

中村　正彦（北里大学）

米田　政志（愛知医科大学）

10月23日土 9：50～12：20
シンポジウム2

［ �難治性産婦人科疾患における 
組織形態異常に基づく新規治療戦略への展望 ］

田代　浩徳（熊本大学）

梶山　広明（名古屋大学）
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ワークショップ

日　程 時　間 セッション名・セッションテーマ 座　長

10月22日金 10：00～12：00
ワークショップ1

［ �諸臓器で超微形態学側面から疾患を捉える ］

横森　弘昭（北里大学）

髙木　孝士（昭和大学）

10月24日日 9：00～11：00
ワークショップ2

［ �眼領域から応用できる Methodology ］

北岡　隆（長崎大学）

山本　直樹（藤田医科大学）

スポンサードセミナー

日　程 時　間 セッション名・セッションテーマ 座　長

10月22日金 12：20～13：20
スポンサードセミナー１

［ �肝癌治療に与える免疫治療のインパクト ］
横森　弘昭（北里大学）

10月22日金 17：20～18：20
スポンサードセミナー2

［ �エンドセリンのトランスレーショナルリサーチ ］
米田　政志（愛知医科大学）

10月23日土 8：30～9：30
スポンサードセミナー3

［ �化学療法誘発性末梢神経障害患者（CIPN）の 
新しい支持療法 ～ハンドセラピー施術～ ］

髙木　孝士（昭和大学）
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学会参加者へのご案内

1. 第53回日本臨床分子形態学会総会・学術集会ホームページ
https://jscmm53.secand.net/

2. 参加受付
本学術集会は Web オンライン開催のため、事前参加登録のみとなります。

事前参加登録いただいていない方は視聴・閲覧いただけません。

事前参加登録	 https://jscmm53.secand.net/sanka.html

参加登録期限	 2021年10月10日（日）正午まで

3. 参加費
一 般 参 加＊	 ：	 6,000円	  
大 学 院 生	 ：	 3,000円	  
学生（学部生）	 ：	 無料

　＊医師・非医師、会員・非会員を問いません。

4. 視聴について
1）	� 本学術集会ホームページ トップページ内、「Web 開催会場はこちら」のボタンよりお進みく

ださい。

2）	� 発行された ID・パスコードを入力いただきますと Web 開催会場にお入りいただけます。

3）	� 指定演題では Zoom を利用したライブ配信にて行います。

4）	� 一般演題では Web 上でのスライド掲示を2週間ほど行う予定です。

5）	� 視聴・閲覧にはパスコードが必要です。視聴方法および ID・パスコードは、参加登録いただ
いた方へ別途郵送、およびメールにてお知らせいたします。

5. 質疑応答について
指定演題ではライブ配信で質疑応答の時間を設けます。

一般演題では質問フォームを設け、事務局で質問を取りまとめ、各先生に回答を依頼し Web 会場
で閲覧できる形にする予定です。

6. 講演プログラム・要旨集（本誌）
会員および演者の方には事前にご送付しております。別途ご希望の方には一部3,000円で着払いに
て郵送させていただきます。事務局までメールにてお問い合わせ下さい。

事務局メールアドレス　　jsmm53@inst-hsc. jp

7. 学会事務局
日本臨床分子形態学会の入会および年会費のお支払いをご希望の方は、下記 Web ページよりお手
続きいただきますようお願い致します。

日本臨床分子形態学会　http://jscmm.main. jp/index.html/
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8. 単位について
会期中のプログラム視聴により、該当の単位取得が可能です。詳細は以下をご確認ください。

プログラム視聴へのログイン時に日本産科婦人科学会 会員番号などの必要な情報を入力してくだ
さい。入力が確認できませんと単位付与がなされませんのでご留意ください。

【日本産科婦人科学会 専門医研修出席証明】

　　10月22日（金）〜24日（日）3日間の参加（視聴）　10点

【日本専門医機構認定単位 学術集会参加】

　　10月22日（金）〜24日（日）3日間の参加（視聴）　3単位

【日本専門医機構認定単位 産婦人科領域講習】

　　�10月23日（土）　9：50〜12：20

　　シンポジウム2　「�難治性産婦人科疾患における	  
組織形態異常に基づく新規治療戦略への展望」　参加（視聴）　2単位

セッションの最初から最後までの視聴をもって単位を付与いたします。

事務局で視聴記録（ログ）を管理しておりますので、最後まで視聴された方には、単位付与されます。
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講 演 規 定

1. 発表時間
指定演題：別途ご連絡します時間となります。

一般演題：Web 上にてスライド掲載となりますので発表時間はありません。

2. 座長の先生方へ
・�担当セッション開始30分前までに Zoom にご入室いただきますようお願いいたします。

・�セッション開始時刻になりましたらアナウンスが入ります。その後のセッションの進行は座
長にお任せいたしますので、発表者の持ち時間を厳守の上、所定の時間内に終了するようよ
ろしくお願いいたします。

3. 口演発表形式について
・ 発表は Zoom によるライブ配信とさせていただきます。

・ 発表セッションの開始30分前に、発表者専用として別途案内している URL にアクセスして
ください。

・ 発表内容については個人情報に留意してください。

・ 講演スライド内に動画がある場合、視聴者の使用する回線によっては動作が遅くなる可能性
がございます。あらかじめご了承ください。

4. 発表演題の利益相反（con�ict of interest ： COI）の開示について
発表者は、タイトルスライドの次（2枚目のスライド）に COI 状況を開示してください。学術
集会ホームページにフォーマットを公開しておりますので、ご利用ください。

日本臨床分子形態学会利益相反に関する内規

第1条	� 会則第2条で定められている本会の目的「電子顕微鏡を含む分子形態学的研究技法を応
用し臨床医学一般に貢献すること」を達成するには、本会および本会会員が関与する
あらゆる研究活動において、利益相反（conflict of interest：COI）によって研究の方法、
データの解析、結果の解釈および研究成果の評価が歪められることがあってはならない。
本会はこれを保証するために、利益相反に関して必要な事項を内規として定め、利益相
反を適切に管理し、必要に応じて利益相反を開示する。これによって、本会は社会に対
する説明責任を果たすものとする。

第2条	 本内規は以下の対象者に対して適用される。

		  1）	日本臨床分子形態学会会員

		  2）	日本臨床分子形態学会学術講演会で研究発表を行う者

		  3）	Medical Molecular Morphology 誌に研究論文等を投稿する者

		  4）	�その他、日本臨床分子形態学会が関与するすべての事業・活動・出版等に関与する者。
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第3条	� 第2条に定める対象者が以下の事項に該当する場合は、利益相反の状況を自己申告に
よって開示しなければならない。開示の方法は事業・活動・出版物ごとに別に定める。

		  1）	�企業や営利目的の団体の役員・顧問等の職に就き、その報酬が一企業・団体あたり
100万円／年を越える場合。

		  2）	�企業の株式を保有し、その利益が一企業あたり100万円／年を越える場合。

		  3）	�特許権等を有し、一つの特許権の使用料等の収益が100万円／年を越える場合。

		  4）	�企業や営利目的の団体から得る講演料が一企業・団体あたり50万円／年を越える場合。

		  5）	�企業や営利目的の団体から得る原稿料が一企業・団体あたり50万円／年を越える場合。

		  6）	�企業や営利目的の団体から得る研究費が一企業・団体あたり200万円／年を越える場合。

第4条	� 第3条で開示する必要がある利益相反は、第2条の対象者が関与する研究発表、論文投
稿およびその他の活動の内容に関連するものに限る。該当する利益相反が無い場合はそ
の旨を宣言あるいは記述すること。

第5条	� 本内規に違反するおそれがある事例に対して、当該事例と最も関係が深い委員会は必要
な調査を実施し、その結果を理事会に報告する。

第6条	� 第5条の報告を受けた理事会は本内規違反の有無を判断し、内規違反の対象者に必要な
是正勧告もしくは適切な措置を決定する。

附　則	 本内規は平成27年9月19日より施行する。

会議のご案内

第53学会年度第2回理事会を下記の通り開催いたします。

常任理事会

2021年10月12日（火）　18：00～19：00

理 事 会

2021年10月12日（火）　19：15～20：30

評議員会・総会

2021年10月23日（土）　12：40～13：20

※いずれもWEB（Zoom）開催です。
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第53回日本臨床分子形態学会 評議員会・総会のご案内

平素より学会運営に当たり、皆様のご支援とご厚情に深く感謝申し上げます。
さて、第53回日本臨床分子形態学会総会を下記のとおり開催いたしますので、
ご多用中誠に恐縮ですが、ご出席くださいますようお願い申し上げます。
なお、当日の出欠につきましては、挟み込みの葉書にご記入の上、10月10日
までにご返送下さいますようお願い申し上げます。ご欠席の方は必ず委任状に
ご署名・ご捺印をお願い致します。
当学会の会則第6章第30条により、総会の成立には会員の1/10の出席が必要
となります。何卒、総会成立にむけてご出席のほどお願い申し上げます。

記

日　　時：�令和3年10月23日（土） 12：40～13：20 
（第53回日本臨床分子形態学会評議員会と同時開催いたします。）

開催方法：�WEB（Zoom）開催 
※  Zoom IDにつきましては、後日ご出席の先生へメールにて 
ご連絡いたします。

報告事項

	・事務局変更について

議　　題

	 1.	�庶務委員会に関する件 
・会則の変更について

	 2.	�財務委員会に関する件

	 3.	編集委員会に関する件

	 4.	学術委員会に関する

	 5. 	広報委員会に関する件

	 6.	長期計画委員会に関する件

	 7.	名誉・功労会員の推薦について

	 8.	安澄記念賞受賞者について

	 9.	次々期会長について 

	 10.	第54回学術講演会及び総会について

	 11.	その他

第53回日本臨床分子形態学会

会 長　永田 浩一
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ご　

案　

内

日本臨床分子形態学会 歴代理事長

日本臨床電子顕微鏡学会・日本臨床分子形態学会

歴代学会長

初 代	 安澄 権八郎	 1968～1983

第2代	 滝 一郎	 1984～1999

第3代	 森 道夫	 2000～2011

第4代	 向坂 彰太郎	 2012～2018

第5代	 片渕 秀隆	 2019～2020

第6代	 千田 隆夫	 2021～現在

日本臨床電子顕微鏡学会

回 年 度 会　長 所属（役職：教授） 会 期 会 場

1 1969 安澄　権八郎 奈良県立医科大学解剖学教室 1969.9.14‒15 奈良県立医科大学講堂

2 1970 沢崎　千秋 日本大学医学部産婦人科学教室 1970.9.14‒15 国立教育会館

3 1971 松村　忠樹 関西医科大学小児科学教室 1971.8.21‒22 大阪厚生年金会館

4 1972 藤田　英輔 山口大学医学部皮膚科学教室 1972.9.9‒10 山口県民会館

5 1973 黒住　一昌 群馬大学内分泌研究所形態部 1973.8.29‒31 群馬県民会館

6 1974 千田　信行 大阪府立成人病センター 1974.9.12‒14 大阪府立青少年会館

7 1975 滝　一郎 九州大学医学部産婦人科学教室 1975.9.19‒20 福岡市民会館

8 1976 上田　文男 愛知医科大学整形外科学教室 1976.9.17‒18 名古屋市民会館

9 1977 橋本　正淑 札幌医科大学産婦人科学教室 1977.9.16‒17 札幌市医師会館

10 1978 森安　信雄 日本大学医学部脳神経外科学教室 1978.9.8‒10 国立教育会館

11 1979 三島　豊 神戸大学医学部皮膚科学教室 1979.9.18‒19 神戸文化ホール

12 1980 中村　恒男 滋賀医科大学 1980.8.29‒31 大津市民会館

13 1981 谷川　久一 久留米大学医学部第二内科学教室 1981.9.18‒19 石橋文化センター

14 1982 坂口　弘 慶應義塾大学医学部病理学教室 1982.9.16‒18 日本都市センター

15 1983 市田　文弘 新潟大学医学部第三内科学教室 1983.9.16‒18 新潟県民会館

16 1984 椹木　勇 関西医科大学産婦人科学教室 1984.9.20‒22 大阪商工会議所

17 1985 渡　仲三 名古屋市立大学医学部第一解剖学教室 1985.9.26‒28 名古屋市公会堂

18 1986 吉田　吉信 滋賀医科大学産婦人科学教室 1986.10.25‒26 京都府立勤労会館京都商工会議所

19 1987 奥田　稔 日本医科大学耳鼻咽喉科学教室 1987.9.17‒19 日本都市センター

20 1988 山元　寅男 九州大学医学部第一解剖学教室 1988.9.1‒3 県立福岡勤労青少年文化センター

21 1989 廣畑　和志 神戸大学医学部整形外科学教室 1989.9.20‒22 神戸国際会議場

22 1990 岡田　慶夫 滋賀医科大学 1990.9.19‒21 大津プリンスホテル
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回 年 度 会　長 所属（役職：教授） 会 期 会 場

23 1991 佐々木　博 富山医科薬科大学 1991.9.12‒14 富山県民会館

24 1992 太田　善介 岡山大学医学部第三内科学教室 1992.9.17‒19 岡山衛生会館

25 1993 永田　哲士 信州大学医学部第一解剖学教室 1993.9.28‒30 松本文化会館

26 1994 緒方　卓郎 高知医科大学第一外科学教室 1994.10.5‒7 高知県民文化ホール

27 1995 大澤　源吾 川崎医科大学内科学（腎） 1995.9.28‒30 倉敷市芸文館

28 1996 河村　慧四郎 大阪医科大学第三内科学教室 1996.10.17‒19 千里ライフサイエンスセンター

29 1997 森　道夫 札幌医科大学第二病理学教室 1997.10.2‒3 札幌市教育文化会館

30 1998 中井　康光 昭和大学医学部第一解剖学教室 1998.9.17‒19 品川区立総合区民会館

31 1999 中村　三郎 日本大学医学部脳神経外科学教室 1999.11.17‒19 日本大学会館 アルカディア市ヶ谷

32 2000 藤本　淳 産業医科大学医学部第二解剖学教室 2000.9.28‒30 北九州国際会議場

33 2001 雨宮　次生 長崎大学医学部眼科学教室 2001.9.27‒29 長崎ブリックホール

34 2002 工藤　隆一 札幌医科大学医学部産婦人科学教室 2002.9.27‒28 かでる2・7

35 2003 畑　俊夫 埼玉医科大学産婦人科学教室 2003.10.29‒31 文京シビックホール

36 2004 岡村　均 熊本大学医学薬学研究部先端生命医療科学部
門成育再建・移植医学講座産科学分野 2004.11.5‒6 ニュースカイホテル

日本臨床分子形態学会 歴代学会長 （2005年1月1日～学会名称変更）

回 年 度 会　長 所属（役職：教授） 会 期 会 場

37 2005 河本　圭司 関西医科大学脳神経外科 2005.9.30‒10.1 大阪国際交流センター

38 2006 石原　得博 山口大学医学部構造制御病態学講座 2006.9.29‒30 宇部市文化会館

39 2007 大野　伸一 山梨大学大学院医学工学総合研究部 
解剖分子組織学教室 2007.9.28‒29 甲府市総合市民会館

40 2008 向坂　彰太郎 福岡大学医学部消化器内科 2008.10.3‒4 福岡国際会議場

41 2009 螺良　愛郎 関西医科大学病理学第二講座 2009.9.4‒5 神戸国際会議場

42 2010 市田　隆文 順天堂大学医学部附属静岡病院消化器内科 2010.9.24‒25 東レ総合研修センター

43 2011 大槻　勝紀 大阪医科大学生命科学講座解剖学教室 2011.9.9‒10 大阪医科大学

44 2012 小林　道也 高知大学医学部医療学講座医療管理学分野 2012.9.28‒29 高知市文化プラザかるぽーと

45 2013 上野　隆登 朝倉医師会病院 2013.9.13‒14 アクロス福岡

46 2014 根本　則道 日本大学医学部病態病理学系病理学分野 2014.10.17‒18 TKP市ヶ谷カンファレンスセンター

47 2015 小路　武彦 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科医療科学
専攻生命医科学講座組織細胞生物学分野 2015.9.18‒19 長崎大学医学部良順会館・ポンペ会館

48 2016 片渕　秀隆 熊本大学大学院生命科学研究部 
産科婦人科学分野 2016.9.23‒24 くまもと県民交流館パレア

49 2017 千田　隆夫 岐阜大学大学院医学系研究科 
病態制御学講座解剖学分野 2017.9.15‒16 じゅうろくプラザ

50 2018 中村　正彦 北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター
病態解析学 2018.9.7‒8 北里大学大村記念ホール

51 2019 鳥村　拓司 久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門 2019.9.20‒21 久留米シティプラザ

52 2020 齋藤　豪 札幌医科大学産婦人科学講座 2020.12.3‒4 WEB開催

53 2021 永田　浩一 愛知県医療療育総合センター発達障害研究所 2021.10.22‒24 WEB開催
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ご　

案　

内

学会賞受賞者
回 受賞年月日 受賞者名

1 1969/9/15 学　会　賞：谷川 久一（久留米大学 第二内科）、杉原 理一（奈良医大 第二解剖）

2 1970/9/15 学　会　賞：松坂 利彦（大阪成人病センター 眼科）、近藤 慶一（大阪成人病センター 内科）

3~5 1971‒1973 学　会　賞：受賞者なし

6 1974/9/13 学　会　賞：江部 達夫（長岡日赤 内科）、小林 繁（新潟大学 第三解剖）

7 1975/9/20 学　会　賞：古賀 明俊（九州大学 第一外科）

8 1976/9/18 学　会　賞：井村 愼一（金沢大学 整形外科）

9 1977/9/17 学　会　賞：川端 五十鈴（東京大学 耳鼻咽喉科）、河村 慧四郎（大阪医科大学 第三内科）

10 1978/9/9 学　会　賞：江藤 胤尚（九州大学 第二内科）、鈴木 啓之（日本大学 皮膚科）

11 1979/9/9 学　会　賞：渡 仲三（名古屋市立大学 第一解剖）

12 1980/8/30 学　会　賞：松村 豪一（長崎大学 脳神経外科）

13 1981/9/19 学　会　賞：原田 康夫（広島大学 耳鼻咽喉科）

14 1982/9/17
安澄記念賞：谷川 久一（久留米大学 第二内科）
奨　励　賞：畑 俊夫（日本医科大学 産婦人科）

15 1983/9/17 安澄記念賞：黒住 一昌（群馬大学 内分泌研究所）

16 1984/9/21
安澄記念賞：坂口 弘（慶應義塾大学 病理）
奨　励　賞：上村 朝輝（新潟大学 第三内科）、服部 晃（新潟大学 第一内科）

17 1985/9/27
安澄記念賞：三島 豊（神戸大学 皮膚科）
奨　励　賞：大朏 祐治（高知医大 第二病理）

18 1986/10/26 安澄記念賞：橋本 正淑（札幌医科大学 産婦人科）

19 1987/9/18
安澄記念賞：藤田 英輔（島根医科大学 副学長）、市田 文弘（新潟大学 第三内科）
奨　励　賞：松坂 利彦（大阪成人病センター 眼科）

20 1988/9/2
安澄記念賞：滝 一郎（大阪警察病院 院長）
奨　励　賞：堀江 昭夫（産業医科大学 病理）

21 1989/9/21
安澄記念賞：椹木 勇（関西医科大学 産婦人科）
奨　励　賞：夜久 有滋（栃木がんセンター 頭頸科）

22 1990/9/20
安澄記念賞：山元 寅男（九州大学 解剖学）、渡 仲三（名古屋市立大学 第一解剖）
奨　励　賞：髙橋 睦夫（山口大学 臨床検査医学講座）

23 1991/9/13
安澄記念賞：奥田 稔（日本医科大学 耳鼻咽喉科）、吉田 吉信（滋賀医科大学 産婦人科）
奨　励　賞：太田 正治（京都府立医科大学 第三内科）、阪上 雅史（大阪大学 耳鼻咽喉科）

24 1992/9/18
安澄記念賞：岡田 慶夫（滋賀医科大学 病院長）、廣畑 和志（神戸大学 名誉教授）
奨　励　賞：臼田 信光（信州大学 第一解剖）

25 1993/9/29
安澄記念賞：佐々木 博（富山医科薬科大学 病院長）
奨　励　賞：今山 修平（九州大学 皮膚科）

26 1994/10/6
安澄記念賞：太田 善介（岡山大学 第三内科）
奨　励　賞：槇野 博史（岡山大学 第三内科）

27 1995/9/29

安澄記念賞：永田 哲士（信州大学 第一解剖）
奨　励　賞：高原 照美（富山医科薬科大学 第三内科）
英文論文賞：浜崎 勲重（産業医科大学 産婦人科）、細部 雅代（川崎医科大学 内科）
和文論文賞：清水 貴子（浜松医科大学 内科）
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回 受賞年月日 受賞者名

28 1996/10/18

安澄記念賞：緒方 卓郎（高知医科大学 外科学）
奨　励　賞：小澤 一史（京都府立医科大学 解剖）
英文論文賞：竹森 信男（旭川医科大学 内科）
和文論文賞：瀬谷 知子（日本医科大学 病理）

29 1997/10/3

安澄記念賞：大澤 源吾（川崎医科大学 腎臓内科）
奨　励　賞：向坂 彰太郎（久留米大学 第二内科）、藤村 宜憲（川崎医科大学 地域医療学）
英文論文賞：渡邊 建介（独協医科大学越谷病院 耳鼻咽喉科）
和文論文賞：船津 和夫（東京歯科大学市川総合病院 内科）

30 1998/9/18

安澄記念賞：河村 慧四郎（大阪医科大学 第三内科）
奨　励　賞：萩原 治夫（群馬大学 第一解剖）
英文論文賞：梅本 匡則（近畿中央病院 耳鼻咽喉科）、西垣 龍太郎（日本医科大学 病理）
和文論文賞：安藤 徹（高知医科大学 外科）

31 1999/11/18

安澄記念賞：森 道夫（札幌医科大学 第二病理）、中井 康光（昭和大学 第一解剖）
奨　励　賞：片渕 秀隆（熊本大学 産婦人科）
英文論文賞：高橋 稔（群馬大学 第一外科）
和文論文賞：葉山 国千（埼玉医科大学 産婦人科）

32 2000/9/29

安澄記念賞：中村 三郎（日本大学 脳神経外科）
奨　励　賞：千田 隆夫（藤田保健衛生大学 第一解剖）
英文論文賞：茅嶋 康太郎（産業医科大学 第二解剖）
和文論文賞：石川 吾利美（日本医科大学 第一病理）

33 2001/9/28

安澄記念賞：藤本 淳（産業医科大学 第2解剖）
奨　励　賞：原田 大（久留米大学 第二内科）
英文論文賞：佐藤 茂（日本医科大学 中央電顕研究施設）
和文論文賞：小黒 辰夫（日本医科大学千葉北総病院 病理）

34 2002/9/27
安澄記念賞：雨宮 次生（長崎大学 眼科学）
奨　励　賞：青木 大輔（慶應義塾大学 産婦人科）
論　文　賞：森 浩志（大阪医科大学 病理学）

35 2003/10/30
安澄記念賞：工藤 隆一（札幌医科大学 産婦人科）、野澤 志朗（慶應義塾大学 産婦人科）
論　文　賞：羅 羽（富山医科薬科大学 皮膚科）

36 2004/11/5
安澄記念賞：畑 俊夫（埼玉医科大学 産婦人科）
奨　励　賞：小島 隆（札幌医科大学 第二病理）
論　文　賞：荻 真理子（北里研究所メディカルセンター病院 検査科）、片渕 秀隆（熊本大学 産婦人科）

37 2005/10/1
安澄記念賞：岡村 均（熊本大学医学薬学研究部先端生命医療科学部門 成育再建・移植医学講座 産科学分野）
奨　励　賞：藤乗 嗣泰（東京大学 腎臓・内分泌内科）
論　文　賞：小島 隆（札幌医科大学 第2病理）、渡場 孝弥（国立成育医療センター）

38 2006/9/29
安澄記念賞：河本 圭司（関西医科大学 脳神経外科）
奨　励　賞：安彦 善裕（北海道医療大学 個体差医療科学センター歯学部門 口腔内科学系）
論　文　賞：永田 貴久（産業医科大学 第1外科）、若松 武志（西埼玉中央病院）

39 2007/9/28

安澄記念賞：石原 得博（山口大学医学部 構造制御病態学講座）
奨　励　賞：垣内 雅彦（三重大学大学院医学系研究科 病態制御医学講座 消化器内科学） 

横森 弘昭（北里研究所メディカルセンター病院 内科）
論　文　賞：Yu-Lan JIN（高知大学）、藤村 宜憲（川崎医科大学 内科）

40 2008/10/3

安澄記念賞：円山 英昭（高知大学医学部 分子生体制御学講座 病理病態学教室） 
大野 伸一（山梨大学大学院 医学工学総合研究部医学系学域 解剖分子組織学教室）

奨　励　賞：森谷 卓也（川崎医科大学 病理学2）
論　文　賞：甲斐 吉郎（済生会中和病院 内科）、池浦 司（関西医科大学附属枚方病院 消化器肝臓内科）
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内

回 受賞年月日 受賞者名

41 2009/9/5
安澄記念賞：向坂 彰太郎（福岡大学医学部 消化器内科）
奨　励　賞：瀬藤 光利（浜松医科大学 分子解剖学）
論　文　賞：藤乗 嗣泰（東京大学医学部 腎臓内分泌内科）

42 2010/9/25

安澄記念賞：螺良 愛郎（関西医科大学 病理学第二講座）
奨　励　賞：永田 浩一（愛知県心身障害者コロニー 発達障害研究所 神経制御学部）
論　文　賞：光永－中坪 敬子（広島大学大学院 理学研究科数理分子生命理学専攻 分子遺伝学研究室） 

木村 富紀（立命館大学総合理工学院 薬学部薬学科）

43 2011/9/10

安澄記念賞：市田 隆文（順天堂大学医学部附属静岡病院 消化器内科）
奨　励　賞：内藤 宗和（東京医科大学 人体構造学講座） 

松田 康伸（新潟大学医学部保健学科 検査技術科学専攻）
論　文　賞：木下 秘我（神戸大学大学院 肝胆膵外科学）、山本 直樹（藤田保健衛生大学 共同利用研究施設）

44 2012/9/28

安澄記念賞：大槻 勝紀（大阪医科大学 生命科学講座 解剖学教室）
奨　励　賞：梶原 健（埼玉医科大学 産科婦人科教室）、黒田 直人（高知赤十字病院 病理診断科部）
論　文　賞：鈴木 秀典（山口大学大学院 医学系研究科 整形外科） 

横山 敦司（藤田保健衛生大学 内分泌代謝内科）

45 2013/9/14
安澄記念賞：小林 道也（高知大学医学部 医療学講座 医療管理学分野）
奨　励　賞：鶴田 大輔（大阪市立大学大学院 皮膚病態学）
論　文　賞：草場 岳（順天堂大学 腎臓内科学講座）

46 2014/10/18
安澄記念賞：上野 隆登（朝倉医師会病院）
奨　励　賞：寺田 信生（信州大学大学院 医学研究科保健学専攻 医療生命学分野）
論　文　賞：市野瀬 志津子（東京医科歯科大学 医歯学研究支援センター）

47 2015/9/19
安澄記念賞：根本 則道（日本大学医学部 総合医学研究所）
論　文　賞：井口 博善（北里研究所メディカルセンター）

48 2016/9/24
安澄記念賞：小路 武彦（長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科医療科学専攻 生命医科学講座 組織細胞生物学分野）
論　文　賞：大城 久（横浜市立大学 病態病理学）

49 2017/9/16
安澄記念賞：片渕 秀隆（熊本大学大学院 生命科学研究部 産科婦人科学分野）
奨　励　賞：山本 直樹（藤田保健衛生大学 共同利用研究施設 分子生物学）
論　文　賞：Truc Quynh Thai（山梨大学 解剖学講座 分子組織学）

50 2018/9/8
安澄記念賞：千田 隆夫（岐阜大学大学院 医学系研究科 病態制御学講座 解剖学分野）
奨　励　賞：覚道 奈津子（関西医科大学 形成外科学講座）
論　文　賞：竹山 康章（福岡大学医学部 消化器内科）

51 2019/9/21

安澄記念賞：中村 正彦（北里大学薬学部 臨床薬学研究・教育センター 病態解析学）
奨　励　賞：大野 伸彦（自治医科大学医学部 解剖学講座組織学部門） 

黒住 献（群馬大学大学院 医学系研究科 総合外科学講座）
論　文　賞：Huy Bang Nguyen（山梨大学大学院 総合研究部 医学域基礎医学系 解剖学講座 構造生物学教室）

52 2020/12/4
安澄記念賞：鳥村 拓司（久留米大学医学部内科学講座 消化器内科部門）、藤田 守（久留米大学医学 解剖学講座）
奨　励　賞：中村 徹（久留米大学医学部内科学講座 消化器内科部門・講師）
論　文　賞：阪上 尊彦（久留米大学医学部内科学講座 消化器部門）

53 2021/10/23
安澄記念賞：齋藤 豪（札幌医科大学産婦人科学講座）、福本 学（東京医科大学 分子病理学分野）
奨　励　賞：山田 名美（岐阜大学大学院 医学系研究科 生命原理学講座 解剖学分野）
論　文　賞：山本 直樹（金沢医科大学医学部 眼科学講座）

安澄記念賞：学会の進歩発展に寄与した者に安澄記念賞を贈呈する。

奨　励　賞：学術奨励のために優秀な成績を収めた者に奨励賞を贈呈する。

論　文　賞：�学会機関誌 Medical Molecular Morphology に掲載された前年度論文の中から、 
学術上または技術上特に優秀な論文夫々の著者全員に対し毎年1回授与する。
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演題賞受賞者

第47回（受賞年月日：2015/9/19）
受　賞　者 所　　属

最優秀演題賞 宮川　恒一郎 産業医科大学 第3内科学

優秀演題賞 高原　照美 富山大学医学部 第三内科

準優秀演題賞

阿部　伸一 長崎大学病院 腎臓内科

桑原　義和 東北大学加齢医学研究所 病態臓器構築研究分野

田中　義久 大阪医科大学大学院 医学研究科

第48回（受賞年月日：2016/9/24）
受　賞　者 所　　属

最優秀演題賞 中村　徹 久留米大学医学部 内科学講座 消化器内科部門

優秀演題賞
Shaowei Li 国立成育医療研究センター 移植免疫学

嶋田　浩志 北海道社会事業協会帯広病院 産婦人科

第49回（受賞年月日：2017/9/16）
受　賞　者 所　　属

最優秀演題賞 尾之内　高慶 藤田保健衛生大学医学部 病理学第一講座

優秀演題賞

大内　啓史 金沢大学医薬保健研究域医学系 人体病理学

小池　太郎 関西医科大学 解剖学第一講座

斉藤　良平 埼玉医科大学 産科婦人科

谷川　雅彦 久留米大学医学部 病理学講座

第50回（受賞年月日：2018/9/8）
受　賞　者 所　　属

優秀演題賞

向井　俊平 昭和大学医学部 臨床病理診断学講座

小野寺　晶子 東京歯科大学 生化学講座

清水　孝恒 星薬科大学薬学部 病態生理学研究室

黒田　陽子 江戸川病院 病理検査科

黒瀬　浩文 久留米大学医学部 病理学講座

第51回（受賞年月日：2019/9/21）
受　賞　者 所　　属

最優秀演題賞 青柳　東代 国立感染症研究所 ウイルス第二部

優秀演題賞

鶴田　大輔 大阪市立大学大学院医学研究科 皮膚病態学

水野　由美 埼玉医科大学 産科婦人科

幸野　貴之 札幌医科大学 フロンティア医学研究所 細胞科学部門
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ご　
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内

学術集会最優秀演題賞ならびに優秀演題賞内規

第１条	� 本会は奨学ならびに若手研究者育成のため、一般演題から最優秀演題賞1名ならびに優秀演題賞2
名以内を設け、本内規によって授与する。

第２条	� 本賞の選考は会長が指名した会員による選考委員会で行う。

第３条	� 選考委員会の開催時期は会長に一任する。

第４条	� 本賞は学術集会期間中に会長より授与される。

第５条	� 編集委員会は、受賞演題を学会誌（ＭＭＭ）へ投稿するよう依頼する。

附　則	� 本内規は平成27年10月1日より施行する。

第52回（発表年月日：2020/12/3.4）
候　補　者 所　　属

優秀演題候補

村上　太郎 札幌医科大学 医学部 学生

林　倫留 産業医科大学 第３内科学

グエン　ナットフューマイ 宮崎大学 医学部 組織細胞化学分野

淺沼　広子 札幌医科大学 病理学第一講座

本原　剛志 熊本大学 医学部 産科婦人科

増田　篤高 久留米大学 医学部 消化器内科

古賀　浩徳 久留米大学 医学部 消化器内科

＊第52回は、誌上開催となったため受賞者決定なし
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High Citation Award

2018年度	 ○前田 哲代（日本大学外科学講座 乳腺内分泌外科）

論文題名：�Immunohistochemical co-expression status of cytokeratin 5/6, 
androgen receptor, and p53 as prognostic factors of adjuvant 
chemotherapy for triple negative breast cancer 
MMM49（1）：11-21（2016）

2019年度	 ○栗岡 香美（大阪歯科大学 口腔外科学第一講座）

論文題名：�Differential expression of the epithelial mesenchymal transition 
factors Snail, Slug, Twist, TGF-beta, and E-cadherin in 
ameloblastoma 
Kurioka, Kagami; Wato, Masahiro; Iseki, Tomio; Tanaka, Akio; 
Morita, Shosuke 
MMM50（2）：68-75（2017）

2020年度	 ○谷川 雅彦（久留米大学医学部 病理学講座）

論文題名：�Insulinoma-associated protein 1 (INSM1) is a useful marker for 
pancreatic neuroendocrine tumor 
Tanigawa, Masahiko; Nakayama, Masamichi; Taira, Tomoki; Hattori, 
Satoshi; Mihara, Yutaro; Kondo, Reiichiro;  
Kusano, Hironori; Nakamura, Ken; Abe, Yushi; Ishida, Yusuke; 
Okabe, Yoshinobu; Hisaka, Toru; Okuda, Koji; Fujino, Kosuke; Ito, 
Takaaki; Kawahara, Akihiko; Naito, Yoshiki; Yamaguchi, Rin; Akiba, 
Jun; Akagi, Yoshito; Yano, Hirohisa 
MMM51（1）：32-40（2018）

2021年度	 ○李 少偉（温州医科大学附属台州医院 消化内科）

論文題名：�Protective role of heme oxygenase-1 in fatty liver ischemia-
reperfusion injury 
Li, Shaowei; Fujino, Masayuki; Takahara, Terumi; Li, Xiao-Kang 
MMM52（2）：61-72（2019）

日本臨床分子形態学会High Citation Award に関する内規（平成29年9月15日制定案）

第１条　	�本会は奨学のため、日本臨床分子形態学会 High Citation Award を設ける。
第２条　	�本 Award は、直前の2年間の機関誌 Medical Molecular Morphology（MMM）掲載論文の中でもっとも引用

数の多い（High Citation）論文の筆頭著者に、毎年1回授与する。対象となる論文の種別は Review、Original 
Article および Case report とする。

第３条　	�本 Award の選出に関する業務は編集委員会が行い、授賞候補者を理事会に推薦する。
第４条　	�Citation 数のデータは、MMM の出版社であるシュプリンガー・ジャパン社の Publisher’s report に基づく。
第５条　	�Citation 数が同じである複数の論文の筆頭著者を授賞候補者とすることができる。
第６条　	�同一論文の筆頭著者が2年連続して授賞候補者となることはできない。
第７条　	�異なる論文の同一筆頭著者が、同一年または異なる年の授賞候補者となることをさまたげない。
第８条　	�授賞候補者は本会会員であることを要する。選考時に本会会員でない授賞候補者は、授賞式までに本会に入

会すれば授賞できる。
第９条　	�当該学会年度の総会において授賞式を行う。
第10条　	�本賞授賞者には理事長より表彰状を授与する。
第11条　	�本賞授賞者の所属、氏名および授賞論文名を当該学会年度の学術集会の講演プログラム・要旨集に掲載する。
附　則	 本内規は平成29年9月15日より施行する。



プログラム



― 18 ―

プログラム
10月22日金

開　会　式　8：40～8：45

理事長講演　8：45～9：40

座長：向坂　彰太郎（福岡大学 医学部総合医学研究センター）

CL	 �日本臨床分子形態学会に何を期待するか？	
―これまでの歩みと現状を踏まえて―

千田　隆夫（せんだ たかお）　　岐阜大学大学院医学系研究科 解剖学分野

ワークショップ1　10：00～12：00

座長：横森　弘昭（北里大学 メディカルセンター 総合内科） 
髙木　孝士（昭和大学 電子顕微鏡室）　　　　　　　　　　　　　　　

［ 諸臓器で超微形態学側面から疾患を捉える ］

W1-1 病態を理解するための細胞・組織の基礎、電子顕微鏡で何がわかるのか？

○穐田　真澄（あきた ますみ）
埼玉医科大学 名誉教授

W1-2 電子顕微鏡の病理診断への応用

○堤　寛（つつみ ゆたか）
つつみ病理診断科クリニック 
四日市看護医療大学 特任教授

W1-3 『腎疾患での電顕診断の有用性と限界』 
organized depositsの同定と細動脈障害の重症度の判定

○上杉　憲子（うえすぎ のりこ）
福岡大学 医学部病理

W1-4 肝類洞壁内皮細胞と癌細胞との細胞間相互作用： 
肝癌転移における肝類洞壁内皮細胞内ギャップ形成の分子機序解析

○Truong Huu Hoang（チュン フウ ホアン）
大阪市立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学
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スポンサードセミナー１　12：20～13：20

座長：横森　弘昭（北里大学医学部 総合診療医学／北里大学 メディカルセンター 総合内科）

SS-1	 �肝癌治療に与える免疫治療のインパクト

古賀　浩徳（こが ひろのり）　　�久留米大学医学部 内科学講座 消化器内科部門 
久留米大学先端癌治療研究センター 肝癌部門

共催：中外製薬株式会社

特別講演1　13：40～14：40

座長：水野　誠司（愛知県医療療育総合センター中央病院）

SL-1	 �未診断疾患研究を通じた先天異常の原因の探求

小崎　健次郎（こさき けんじろう）　　慶應義塾大学医学部 臨床遺伝学センター

シンポジウム1　15：00～17：00

座長：中村　正彦（北里大学大村智記念研究所 感染症学）  　 

米田　政志（愛知医科大学 内科学講座（肝胆膵内科））

［ 分子形態学から見た消化器病学関連疾患の新たな展開 ］

S1-1 分子の励起による特殊蛍光を活用した光線技術の臨床応用と今後の展望

○並川　努（なみかわ つとむ）1）2）、丸井　輝1）、横田　啓一郎1）、宗景　匡哉1）、上村　直1）、	
前田　広道1）、北川　博之3）、井上　啓史2）4）、佐藤　隆幸2）5）、小林　道也6）、	
花﨑　和弘1）2）

1）高知大学医学部 外科学講座、2）高知大学医学部 光線医療センター、 
3）高知大学医学部附属病院 手術部、4）高知大学医学部 泌尿器科学講座、 
5）高知大学医学部 循環制御学、6）高知大学医学部 医療学講座医療管理学分野

S1-2 消化器外科における蛍光ガイド手術の発展

○吉田　昌（よしだ まさし）、大平　寛典、鈴木　裕
国際医療福祉大学病院 外科

S1-3 基礎と臨床から見た進行肝細胞癌治療

○鳥村　拓司（とりむら たくじ）
久留米大学医学部 内科学講座 消化器内科部門
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S1-4 ミトコンドリア品質管理を介した新たな肝発癌抑制機構

○日野　啓輔（ひの けいすけ）
川崎医科大学 肝胆膵内科学

S1-5 肝疾患に伴う血中、胆汁中エクソソームの変化について

○中尾　一彦（なかお かずひこ）
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 消化器内科学

スポンサードセミナー2　17：20～18：20

座長：米田　政志（愛知医科大学 内科学講座（肝胆膵内科））

SS-2	 �エンドセリンのトランスレーショナルリサーチ

江本　憲昭（えもと のりあき）　　�神戸薬科大学 臨床薬学研究室 
神戸大学大学院医学研究科 循環器内科学

共催：ヤンセンファーマ株式会社
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スポンサードセミナー3　8：30～9：30

座長：髙木　孝士（昭和大学 電子顕微鏡教室）

SS-3	 �化学療法誘発性末梢神経障害患者（CIPN）の新しい支持療法	
～ハンドセラピー施術～

○佐々木　晶子（ささき あきこ）1）、池田　明子（いけだ あきこ）2）

1）昭和大学医学部 薬理学講座 医科薬学部門、2）ソフィアフィトセラピーカレッジ

共催：モレキュラーデバイスジャパン株式会社

シンポジウム2　9：50～12：20

座長：田代　浩徳（熊本大学大学院 生命科学研究部 健康科学）　 

梶山　広明（名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科学）

［ �難治性産婦人科疾患における	
組織形態異常に基づく新規治療戦略への展望 ］

S2-1 胚発生異常に対する新規アプローチ法の開発に向けて

○森田　晶人（もりた あきひと）
群馬大学医学部附属病院 産科婦人科

S2-2 胎盤病理から見る早産の病態と管理

○谷口　千津子（やぐち ちづこ）
浜松医科大学医学部付属病院 女性医師支援センター

S2-3 miRNA－210は子宮内膜症を促進するのか、抑制するのか？

○甲斐　健太郎（かい けんたろう）
大分大学医学部 産科婦人科学講座

S2-4 難治性子宮頸がんに対する腫瘍溶解性ウイルス療法の可能性を求めて

○利部　正裕（かかぶ まさひろ）
岩手医科大学医学部 産婦人科学講座

S2-5 卵巣癌腹膜播種形成における癌関連腹膜中皮細胞の機能的意義

○吉原　雅人（よしはら まさと）
名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科学講座

S2-6 卵巣癌の治療抵抗性ならびに転移における癌幹細胞ならびにニッチの役割

○本原　剛志（もとはら たけし）
熊本大学病院 産科婦人科

10月23日土
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評議員会・総会　12：40～13：20

奨励賞受賞講演　13：30～13：50

座長：菱川　善隆（宮崎大学医学部 解剖学講座 組織細胞化学分野）

IA	 �Extracellular vesicles を用いたがん細胞の生存戦略

山田　名美（やまだ なみ）　　�東海国立大学機構岐阜大学 大学院医学系研究科解剖学分野／ 
医学部附属病院

教育講演１　14：10～15：10

座長：齋藤　豪（札幌医科大学 産婦人科学講座）

EL-1	 �子どもにあわせた育て方の「かたち」

吉川　徹（よしかわ とおる）　　�愛知県医療療育総合センター中央病院 子どものこころ科（児童精神科）

特別講演２　15：30～16：30

座長：中山　敦雄（愛知県医療療育総合センター発達障害研究所）

SL-2	 �リプログラミング技術によるがん細胞の理解と制御

山田　泰広（やまだ やすひろ）　　�東京大学医科学研究所 システム疾患モデル研究センター  
先進病態モデル研究分野

教育講演2　16：50～17：50

座長：北岡　隆（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 眼科・視覚科学教室）

EL-2	 �進歩する眼科手術とその形態学的再評価

小島　隆司（こじま たかし）　　�慶應義塾大学 眼科学教室
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ワークショップ2　9：00～11：00

座長：北岡　隆（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 眼科・視覚科学分野）　　　　　　 　 
山本　直樹（藤田医科大学 研究支援推進本部 治験・臨床研究支援センター）

［ 眼領域から応用できるMethodology ］

W2-1 眼領域の iPS細胞を用いた水晶体や網膜神経細胞の再生 
－基礎研究から臨床応用の現状

○山本　直樹（やまもと なおき）1）2）3）、平松　範子1）、佐々木　洋3）、近藤　征史1）

1）藤田医科大学研究支援推進本部 治験・臨床研究支援センター 
2）藤田医科大学研究支援推進本部 国際再生医療センター 
3）金沢医科大学医学部 眼科学講座

W2-2 ヒト涙腺の形態と機能－加齢変化とドライアイ

○小幡　博人（おばた ひろと）
埼玉医科大学総合医療センター 眼科

W2-3 眼科領域における電子顕微鏡を用いた研究

○市川　慶（いちかわ けい）
総合青山病院 眼科／中京眼科

W2-4 光血栓効果を用いた血管閉塞疾患動物モデルの確立

○宮城　清弦（みやぎ すがお）
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 眼科・視覚科学教室

会長講演　11：20～12：00

座長：片渕　秀隆（熊本大学大学院 生命科学研究部（臨床系） 産科婦人科学講座）

PL	 �発達障害を観て考える：生化学者が迷い込んだ異学会

永田　浩一（ながた こういち）　　�愛知県医療療育総合センター発達障害研究所

閉会式、表彰式　12：00～12：20

10月24日日
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一般演題1　［ 消化管 ］

�
O1-1 回腸陰窩構成細胞における高分子物質の取り込み能に関する形態学的研究

○中村　健太（なかむら けんた）1）2）、馬場　良子1）、國分　啓司1）、原田　大2）、森本　景之1）

1）産業医科大学 医学部 第2解剖学、2）産業医科大学 医学部 第3内科学

O1-2 胃癌併存巨大胃GISTに対して術前治療後治癒切除可能となった1例

○北川　博之（きたがわ ひろゆき）1）、並川　努1）、丸井　輝1）、横田　啓一郎1）、山下　柚子1）、
小松　優香1）、藤枝　悠希1）、川西　泰広1）、山口　祥1）、藤澤　和音1）、福留　惟行1）、
小河　真帆1）、宗景　匡哉1）、沖　豊和1）、上村　直1）、前田　広道1）、岡本　健2）、	
杉本　健樹1）、小林　道也2）、花崎　和弘1）

1）高知大学 医学部 外科学講座、2）高知大学 医学部 医療学講座 医療管理学分野

O1-3 膵癌体腔液細胞における vimentin陽性細胞の出現様式

○村田　和也（むらた かずや）1）、河原　明彦1）、内藤　嘉紀1）、貞嶋　栄司2）、安倍　秀幸1）、	
高瀬　頼妃呼1）、福満　千容1）、篠田　由佳子1）、牧野　諒央1）、熊谷　天斗1）、秋葉　純1）

1）久留米大学病院 病理診断科・病理部、 
2）地方独立行政法人佐賀県医療センター 好生館ライフサイエンス研究所

O1-4 non-Helicobacter pylori Helicobacter検出法および病態の新展開

○中村　正彦（なかむら まさひこ）1）、松井　英則1）、寺田　総一郎2）

1）北里大学 大村智記念研究所、2）江戸川病院 健診センター・内視鏡センター

O1-5 APC1638Tマウス腸内細菌叢のバランス変化－その原因と影響

○山田　名美（やまだ なみ）、千田　隆夫
東海国立大学機構 岐阜大学 医学系研究科 解剖学分野

一般演題2　［ 肝・胆・膵 ］

�
O2-1 Caroli病と多発性肝嚢胞における Notch-Hes1シグナルの活性化

○高橋　健太（たかはし けんた）1）、佐藤　保則1）、山村　美奈子1）、中田　聡子2）、	
玉野　祐子1）、原田　憲一1）

1）金沢大学 医薬保健研究域医学系 人体病理学、2）金沢大学附属病院 病理診断科・病理部

O2-2 Malic enzyme 1（ME1）は C型肝炎ウイルス排除後に発癌した 
肝細胞癌の予後不良因子となり得る

○近藤　礼一郎（こんどう れいいちろう）1）、三原　勇太郎1）、小笠原　幸子1）、草野　弘宣1）、	
内藤　嘉紀2）、秋葉　純2）、矢野　博久1）

1）久留米大学 医学部 病理学講座、2）久留米大学病院 病理診断科・病理部

一般演題プログラム
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O2-3 C型肝炎治療前のオートファジーと細胞ストレスが 
ウイルス排除後肝癌に及ぼす影響

○本間　雄一（ほんま ゆういち）
産業医科大学 医学部 第3内科学

O2-4 PM2.5は肝細胞の脂肪滴形成を誘導し、 
小胞体ストレスとオートファジーの後期段階の障害を惹起する

○荻野　学芳（おぎの のりよし）1）、宮川　恒一郎1）、草永　真志1）、大江　普司1）、本間　雄一1）、
柴田　道彦1）、荻野　景規2）、菅沼　成文2）、原田　大1）

1）産業医科大学 第3内科、2）高知大学 医学部 環境医学

O2-5 胆道閉鎖症における肝細胞の核および 
ミトコンドリア DNA障害と細胞老化に関する臨床病理学的検討

○中島　雄大（なかじま ゆうだい）1）2）、山﨑　有人1）、和田　基2）、笹野　公伸1）

1）東北大学大学院 医学系研究科 病理病態学講座 病理診断学分野、 
2）東北大学大学院 医学系研究科 外科病態学講座 小児外科学分野

O2-6 再発を来した胆管内乳頭状腫瘍の一例

○近藤　慧一（こんどう けいいち）1）、中山　正道1）、金城　賢尚1）、矢野　雄太1）、三原　勇太郎1）、
近藤　礼一郎1）、岡部　義信2）、橋本　和晃3）、酒井　久宗3）、久下　亨3）、内藤　嘉紀4）、
秋葉　純4）、矢野　博久1）

1）久留米大学 医学部 病理学講座、2）久留米大学 医学部 内科学講座 消化器内科部門、 
3）久留米大学 医学部 外科学講座 肝胆膵外科部門、4）久留米大学病院 病理診断科・病理部

O2-7 マウス肝切除モデルを用いた HMGB2の肝再生過程への関与

○矢野　公一（やの こういち）1）2）、Narantsog　Choijookhuu1）、池ノ上　実1）2）、Fidya1）、	
七島　篤志2）、菱川　善隆1）

1）宮崎大学 医学部 解剖学講座 組織細胞化学分野、2）宮崎大学 医学部 外科学講座

O2-8 ペルオキシソームの脂質代謝機能低下に伴うマウス肝臓の変化

○水野　由美（みずの ゆみ）1）、水野　洋介1）、梶原　健2）

1）埼玉医科大学 中央研究施設、2）埼玉医科大学 産科・婦人科
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一般演題3　［ 泌尿・生殖器 ］

�
O3-1 FFPE胎盤検体を用いた16S rRNA次世代シークエンス解析による 

後方視的周産期侵襲性感染精査手法の提案

○真里谷　奨（まりや たすく）1）、佐藤　豊孝2）、藤部　佑哉1）、石堂　茉泉1）、嶋田　浩志1）、	
久保　輝文3）、長井　陽子4）、芦川　享大4）、桜庭　喜行4）、石岡　伸一1）、横田　伸一2）、
齋藤　豪1）

1）札幌医科大学 医学部 産婦人科学講座、2）札幌医科大学 医学部 微生物学講座、 
3）札幌医科大学 医学部 病理学第一講座、4）Varinos株式会社

O3-2 子宮筋層の構造に関する放射線学的－病理組織学的相関の検討

○森谷　卓也（もりや たくや）1）、久米　　哲平2）、木戸　歩3）、羽間　夕紀子4）、藤本　康人1）、
下屋　浩一郎4）

1）川崎医科大学 病理学、2）川崎医科大学 第4学年、3）川崎医科大学 放射線診断学、 
4）川崎医科大学 産婦人科学1

O3-3 PSGファミリーの異常浸潤性胎盤診断バイオマーカーとしての可能性

○柏木　葉月（かしわぎ はづき）1）2）、真里谷　奨1）3）、染谷　真行1）、石岡　伸一1）、久保　輝文2）、
廣橋　良彦2）、鳥越　俊彦2）、齋藤　豪1）

1）札幌医科大学 医学部 産婦人科学講座、2）札幌医科大学 医学部 病理学第一講座、 
3）藤田医科大学 総合医科学研究所 分子遺伝学研究部門

O3-4 miR-424＆503の子宮内膜脱落膜過程における役割

○山口　哲（やまぐち てつ）1）、水野　由美1）2）、田丸　俊輔1）、佐藤　智美1）4）、佐藤　毅3）	
梶原　健1）

1）埼玉医科大学 産婦人科、2）埼玉医科大学 中央施設、3）埼玉医科大学 口腔外科、 
4）埼玉医科大学 解剖学

O3-5 がん遺伝子パネル検査により推奨される薬剤が予測された悪性度の高い 
子宮腺肉腫の一例

○小山　御咲（こやま みさき）、山口　建、千草　義継、山ノ井　康二、砂田　真澄、	
浮田　真沙世、堀江　昭史、濱西　潤三、万代　昌紀
京都大学医学部附属病院 産科婦人科

O3-6 再発病巣にて未分化の形態を示したマイクロサテライト不安定性を有する 
子宮体癌の一例

○相良　昭仁（さがら あきひと）、齋藤　文誉、本原　剛志、近藤　英治
熊本大学大学院生命科学研究部 産科婦人科学講座

O3-7 腹水中に存在する卵巣癌－中皮細胞複合体と腹膜播種進展メカニズム

○藤本　裕基（ふじもと ひろき）1）、吉原　雅人1）、山北　由彦1）、杉山　麻衣2）、小屋　美博2）、
伊吉　祥平1）、北見　和久1）、宇野　枢1）、那波　明宏2）、梶山　広明1）

1）名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科学教室、 
2）名古屋大学大学院医学系研究科 ベルリサーチセンター産婦人科産学協同研究講座
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O3-8 免疫染色にて診断し得た lymphoma-like/plasmacytoid variantを伴う 
尿路上皮癌の一例

○水谷　晃輔（みずたに こうすけ）1）、亀山　紘司1）、豊田　将平1）、亀井　信吾1）、横井　繁明1）、
石原　哲1）、出口　隆1）、森　弘輔2）、杉山　誠治2）、松永　研吾2）、山田　鉄也2）

1）木沢記念病院 泌尿器科、2）木沢記念病院 病理診断科

O3-9 The loss of HMGB2 causes seminiferous tubule atrophy via aberration of 
androgen and estrogen receptors in mouse testis

○Narantsog Choijookhuu1）, Naohiro Sugita2）, Koichi Yano1）4）, Deokcheol Lee3）, 
Makoto Ikenoue1）4）, Fidya1）, Noboru Taniguchi5）, Etsuo Chosa3）, 	
Yoshitaka Hishikawa1）

1） Department of Anatomy, Histochemistry and Cell Biology, Faculty of Medicine, University of 
Miyazaki, 

2）Department of Ophthalmology, Faculty of Medicine, University of Miyazaki,
3）Department of Orthopaedic Surgery, Faculty of Medicine, University of Miyazaki,
4）Department of Surgery, Faculty of Medicine, University of Miyazaki,
5） Department of Orthopaedic Surgery, Graduate School of Medical and Dental Sciences, 

Kagoshima University

一般演題4　［ 運動器 ］

O4-1 Lamin Aは骨リモデリングを制御する

○奥平　貴人（おくだいら たかひと）
東京歯科大学 口腔科学研究センター

O4-2 Runx2は核ラミナタンパク質制御し骨芽細胞分化を調節する。

○東　俊文（あずま としふみ）1）、齊藤　暁子1）2）、中村　貴1）2）

1）東京歯科大学 生化学講座、2）東京歯科大学 口腔科学研究センター

O4-3 Ca結合蛋白 Sorcinの軟骨内骨化過程における局在と機能解析

○山本　まりこ（やまもと まりこ）1）2）、石本　卓也3）、南郷　脩史4）、山本　博充2）、中野　貴由3）

1）関西女子短期大学 、2） 京都大学 医学部、3）大阪大学大学院工学研究科、 
4）ラトックシステムエンジニアリング株式会社

O4-4 ストレス環境下骨細胞壊死における 
酸化ストレスとミトコンドリア障害の関与とその予防

○植田　修右（うえだ しゅうすけ）、市堰　徹、平田　寛明、川原　範夫
金沢医科大学 整形外科

O4-5 多血小板フィブリン（PRF）は tenocyteの増殖・活性化を誘導し、 
アキレス腱欠損の治癒を促進する

○千賀　佳幸（せんが よしゆき）、西村　明展、須藤　啓広
三重大学 整形外科
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一般演題5　［ 皮膚・感覚器 ］

O5-1 低真空走査電子顕微鏡およびイオン液体を利用した 
インプレッションサイトロジー結膜上皮検体の観察

○宮城　清弦（みやぎ すがお）、上松　聖典、北岡　隆
長崎大学 眼科

O5-2 ヒトケロイド組織における血管新生マーカーエンドグリン（CD105）の発現

○市野瀬　志津子（いちのせ しづこ）、加来　知恵美、土肥　輝之、土佐　眞美子、小川　令
日本医科大学 形成外科学教室

O5-3 Gorlin症候群患者由来 iPS細胞の上皮細胞分化誘導と紫外線照射時の反応

○森田　奈那（もりた なな）1）2）、小野寺　晶子3）、中村　ゆり子4）、長谷川　大悟5）、	
渡邊　豪士6）、秀島　樹7）、髙橋　慎一8）、野村　武史4）、松浦　幸信2）、東　俊文3）

1）公益財団法人 東京都保健医療公社 多摩北部医療センター 歯科口腔外科、 
2）東京歯科大学 オーラルメディシン・病院歯科学講座、3）東京歯科大学 生化学講座、 
4）東京歯科大学 口腔腫瘍外科学講座、5）独立行政法人国立病院機構 東京医療センター 歯科口腔外科、
6）東京慈恵会医科大学 歯科、7）東京歯科大学 口腔病態外科学講座、 
8）東京歯科大学 市川総合病院 皮膚科

O5-4 化学療法誘発性末梢神経障害（CIPN）モデルマウスを用いた 
ハンドセラピー施術による神経障害改善効果の解明

○篠内　良介＊（しのうち りょうすけ）1）、佐々木　晶子＊1）、柴田　佳太1）、古林　創史1）、	
芦野　隆1）、坂井　信裕1）、山口　真帆1）、佐藤　ゆり絵1）、細沼　雅弘1）、高木　考士2）、	
辻　まゆみ1）、野部　浩司1）、木内　祐二1） 
＊：共同筆頭演者

1）昭和大学 薬理科学研究センター、2）昭和大学 電子顕微鏡教室

O5-5 腋窩汗腺癌との鑑別を要した副乳癌の1例

○水谷　陽子（みずたに ようこ）1）、井上　円1）、松山　かなこ1）、二村　学2）、宮崎　龍彦3）、	
周　円1）

1）岐阜大学医学部附属病院 皮膚科、2）岐阜大学医学部附属病院 乳腺外科、 
3）岐阜大学医学部附属病院 病理部

O5-6 透過型電子顕微鏡にて毛髪の観察を行った Chédiak-Higashi症候群の1例

○林　大輔（はやし だいすけ）1）、立石　千晴1）、石元　未紗1）、深井　和吉2）、鶴田　大輔1）

1）大阪市立大学大学院医学研究科 皮膚病態学、2）大阪市立総合医療センター 皮膚科

O5-7 電子顕微鏡を用いたアトピー白内障と外傷性白内障の前囊下混濁の比較

○山本　直樹（やまもと なおき）1）2）、平松　範子1）、佐々木　洋2）、河合　憲司3）

1）藤田医科大学 研究支援推進本部 治験・臨床研究支援センター、 
2）金沢医科大学 医学部 眼科学講座、 
3）東海大学 医学部 専門診療学系眼科
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O5-8 低真空走査電子顕微鏡およびイオン液体を利用した網膜内境界膜の硝子体面と
網膜面の両面観察

○井上　大輔（いのうえ だいすけ）、宮城　清弦、上松　聖典、北岡　隆
長崎大学大学院 医歯薬学研究科 眼科・視覚科学教室

O5-9 湿室内での保存による角膜上皮の形態変化

○上松　聖典＊（うえまつ まさふみ）、唐　迪雅＊、ヤッセルヘルミー　モハメド、原田　康平、	
井上　大輔、草野　真央、北岡　隆 
＊：共同筆頭演者

長崎大学病院 眼科

一般演題6　［ 腫　瘍 ］

O6-1 Sinonasal glomangiopericytoma（SN-GAP）6例の分子病理学的解析

○草深　公秀（くさふか きみひで）1）、馬場　聡2）、長瀬　真実子3）、板倉　淳哉4）、大月　寛郎5）、
浜田　芽衣6）、安田　政実6）、村松　彩1）、新井　一守1）、鈴木　誠1）

1）静岡県立総合病院 病理学部、2）浜松医科大学附属病院 病理部、3）島根大学 医学部 器官病理学、
4）倉敷中央病院 病理診断科、5）聖隷浜松病院 病理診断科、 
6）埼玉医科大学 国際医療センター 病理診断科

O6-2 FOXL2遺伝子変異の解析を行った卵巣成人型顆粒膜細胞腫瘍の4例

○青柳　陽子（あおやぎ ようこ）1）、甲斐　健太郎1）、草場　敬浩2）、矢野　光剛1）、	
西田　正和1）、奈須　家栄1）、河野　康志1）

1）大分大学 医学部 産科婦人科学講座、2）大分大学 医学部 診断病理学講座

O6-3 孤立性胃転移で発見された浸潤性小葉癌の1例

○横田　啓一郎（よこた けいいちろう）1）、並川　努1）、丸井　輝1）、山下　柚子1）、小松　優香1）、
藤枝　悠希1）、川西　泰広1）、山口　祥1）、藤澤　和音1）、福留　惟行1）、小河　真帆1）、
宗景　匡哉1）、沖　豊和1）、上村　直1）、前田　広道1）、北川　博之1）、岡本　健2）、	
杉本　健樹1）、小林　道也2）、花崎　和弘1）

1）高知大学 医学部 外科学講座、2）高知大学 医学部 医療学講座 医療管理学分野

O6-4 Wntシグナル中枢転写因子 TCF-4バリアントの消化器系細胞における発現様式

○古賀　浩徳（こが ひろのり）1）、中村　徹1）2）、岩本　英希1）2）、増田　篤高1）2）、阪上　尊彦1）2）、
田中　俊光1）2）、鈴木　浩之1）2）、矢野　博久3）、鳥村　拓司1）2）

1）久留米大学 医学部 内科学講座 消化器内科部門、2）久留米大学 先端癌治療研究センター 肝癌部門、
3）久留米大学 医学部 病理学講座

O6-5 SGLT2阻害剤が肝細胞癌の増殖と代謝に及ぼす影響 
～Multi-omicsを用いた解析～

○中野　暖（なかの だん）1）、川口　巧1）、岩本　英希1）2）、吉田　隆文1）、秋葉　純3）、	
古賀　浩徳2）、鳥村　拓司1）2）

1）久留米大学 内科学講座 消化器内科部門、2）久留米大学 先端癌治療研究センター 肝癌部門、 
3）久留米大学病院 病院病理部
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O6-6 Nuclear expression of Pygo2 and Bcl9 complex correlates that of c-Myc 
and PCNA in Myanmar hepatocellular carcinoma

○Htun Myo Win1）, Yasuaki Shibata1）, Takehiko Koji2）

1） Department of Histology and Cell Biology,  Nagasaki University Graduate School of 
Biomedical Sciences,

2）Office for Research Initiative and Development,  Nagasaki University

O6-7 骨肉腫に対するMEK阻害療法の検証

○清水　孝恒（しみず たかつね）1）2）、木村　聖美1）2）、武藤　章弘1）、佐谷　秀行2）

1）星薬科大学 薬学部 病態生理学研究室、2）慶應義塾大学 医学部 先端医科学研究所

O6-8 腫瘍マーカー開発を企図した肺がん患者血清 Extracellular vesicle上 
「タンパク質分子群」の解析

○金田　寿子（かねだ ひさこ）1）、井田　唯2）、桒原　隆亮3）、佐藤　泉2）、中野　貴成2）、	
徳田　治彦4）、佐藤　毅1）、村越　隆之2）、本家　孝一5）、小谷　典弘2）

1）埼玉医科大学 医学部 口腔外科、2）埼玉医科大学 医学部 生化学、 
3）沖縄科学技術大学院大学 量子波顕微鏡ユニット、 
4）国立長寿医療研究センター MGCバイオリソース管理部、5）高知大学 医学部 生化学

O6-9 稀な ALK陽性肺印環細胞癌の一例

○大朏　祐治（おおつき ゆうじ）1）、吹野　俊介2）、大野　貴志2）、兒玉　渉2）、堀江　靖3）

1）鳥取県立厚生病院 病理診断科、2）鳥取県立厚生病院 胸部外科、 
3）鳥取大学医学部附属病院 病院病理部

O6-10 乳がんの進行に対するストレスと咀嚼刺激の影響

○東　華岳（あずま かがく）1）、周　倩1）、張　家赫1）、久保　金弥2）

1）産業医科大学 医学部 第1解剖学講座、2）名古屋女子大学 健康科学部

O6-11 被包型甲状腺腫瘍・腫瘍類似病変における 
分化した平滑筋細胞マーカー陽性の間質細胞の出現と組織型の相関性

○中山　宏文（なかやま ひろふみ）1）2）、円山　英昭3）、矢野　将嗣4）、岡本　有三4）

1）JR広島病院 臨床検査科（病理診断科）、2）JR広島病院 教育研修部、3）近森病院 病理診断科、 
4）JR広島病院 外科

O6-12 ビタミン Dによる腹膜中皮細胞を標的とした腫瘍微小環境改変による 
卵巣癌制御

○北見　和久（きたみ かずひさ）1）、吉原　雅人1）、杉山　麻衣2）、小屋　美博2）、伊吉　祥平1）、
宇野　枢1）、茂木　一将1）、玉内　学志1）、池田　芳紀1）、横井　暁1）、芳川　修久1）、	
西野　公博1）、新美　薫1）、那波　明宏2）、梶山　広明1）

1）名古屋大学 大学院医学系研究科 産婦人科学教室、 
2）名古屋大学 大学院医学系研究科 ベルリサーチセンター産婦人科産学共同研究講座
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O6-13 脂肪－中皮細胞が制御する卵巣がん微小環境と腹膜播種

○茂木　一将（もぎ かずまさ）1）、吉原　雅人1）、宇野　枢1）、田野　翔1）、伊吉　祥平1）、	
北見　和久1）、杉山　麻衣2）、小屋　美博2）、那波　明宏2）、梶山　広明1）

1）名古屋大学 医学部 産婦人科学講座、2）名古屋大学 医学部 ベルリサーチセンター

O6-14 低酸素環境に着目した卵巣子宮内膜症嚢胞における鉄動態

○竹中　基記（たけなか もとき）、古井　辰郎、鈴木　紀子、森重　健一郎
岐阜大学医学部附属病院 産科婦人科

O6-15 Aggressive angiomyxomaに対して 
腫瘍切除後にアロマターゼ阻害剤を使用した1例

○矢野　光剛（やの みつたけ）1）、佐藤　美帆1）、藤内　伸智1）、西田　正和1）、奈須　家栄1）2）

1）大分大学 医学部 産科婦人科学講座、2）大分大学 医学部 地域医療支援システム・産婦人科分野

O6-16 豊富な癌関連線維芽細胞を伴って浸潤転移を来した子宮内膜脱分化癌の一例

○真田　咲子（さなだ さきこ）1）2）、黒川　祐介3）、河村　京子3）、近藤　彗一1）2）、	
大蔵　尚文3）、矢野　博久1）

1）久留米大学 医学部 病理学講座、2）小倉医療センター 臨床検査科、3）小倉医療センター 産婦人科

O6-17 大網脂肪細胞由来線維芽細胞の卵巣癌腹膜播種微小環境における役割

○伊吉　祥平（いよし しょうへい）1）2）、吉原　雅人1）、中村　香江1）、杉山　麻衣3）、小屋　美博3）、
北見　和久1）、宇野　枢1）、茂木　一将1）、那和　明宏3）、梶山　広明1）

1）名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科学教室、 
2）University of Freiburg,  Spemann Graduate School of Biology and Medicine、 
3）名古屋大学大学院医学系研究科 ベルリサーチセンター 産婦人科産学協同研究講座

O6-18 神経膠腫におけるアスパラギン合成酵素の役割

○大場　茂生（おおば しげお）、長谷川　光広、廣瀬　雄一
藤田医科大学 医学部 脳神経外科

O6-19 頭頸部扁平上皮癌患者における血清 CD109の検討 
～新規血清診断マーカーの可能性について～

○萩原　純孝（はぎわら すみたか）1）、佐々木　英一2）、鈴木　秀典1）、西川　大輔1）、	
別府　慎太郎1）、寺田　星乃1）、澤部　倫1）、花井　信広1）

1）愛知県がんセンター 頭頸部外科部、2）愛知県がんセンター 遺伝子病理診断部

O6-20 EGFR変異とヒトパピローマウイルス関連鼻副鼻腔扁平上皮癌の 
臨床的特徴について

○澤部　倫（さわべ みち）1）、西川　大輔1）、佐々木　英一2）、鈴木　秀典1）、別府　慎太郎1）、
寺田　寺田星乃1）、花井　信広1）

1）愛知県がんセンター 頭頸部外科、2）愛知県がんセンター 遺伝子病理診断部
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一般演題7　［ 技　法 ］

O7-1 髄鞘染色法の検討

○西村　広健（にしむら ひろたけ）、松野　岳志、森谷　卓也
川崎医科大学 病理学

O7-2 循環障害治療戦略のための肺グリコカリックス観察法の確立

○若月　萌音（わかつき もね）1）2）、髙木　孝士3）、牛山　明4）、井上　由理子5）、南雲　佑6）、	
本田　一穂7）、飯島　毅彦2）

1）昭和大学大学院 歯学研究科 歯科麻酔科学講座、 
2）昭和大学 歯学部 全身管理歯科学講座 歯科麻酔科、3）昭和大学 電子顕微鏡室、 
4）国立保健医療科学院 生活環境研究部、5）昭和大学 医学部 解剖学講座 肉眼解剖学部門、 
6）昭和大学大学院 医学研究科 臨床病理診断学講座、7）昭和大学 医学部 解剖学講座 顕微解剖学部門

O7-3 低真空走査電子顕微鏡（LVSEM）を用いた 
透過電子顕微鏡切片の新たな観察法と病理診断への応用

○南雲　佑（なぐも たすく）1）、髙木　孝士2）、坂上　万里3）、若月　萌音4）、井上　由理子5）、	
向井　俊平6）、矢持　俶子1）

1）昭和大学 医学部 臨床病理診断学講座、2）昭和大学 電子顕微鏡室、3）株式会社 日立ハイテク、 
4）昭和大学大学院歯学研究科 歯科麻酔科学講座、5）昭和大学 医学部 解剖学講座 肉眼解剖学部門、
6）昭和大学横浜市北部病院 消化器センター

O7-4 酵素抗体法で標識された生体物質の局在を電顕レベルで可視化する 
新たな金ナノ粒子標識法の開発

○澤口　朗（さわぐち あきら）1）、上村　健2）、髙橋　伸育1）、山下　篤3）、浅田　祐士郎3）、	
今里　浩之4）、青山　典世1）、和久井　亜希子2）、佐藤　岳志2）、	
Choijookhuu　Narantsog5）、菱川　善隆5）

1）宮崎大学 医学部 解剖学講座 超微形態科学分野、2）日立ハイテク、  
3）宮崎大学 医学部 病理学講座 構造機能病態学、 
4）宮崎大学 医学部 感覚運動医学講座 整形外科学分野、 
5）宮崎大学 医学部 解剖学講座 組織細胞化学分野

一般演題8　［ 脳・神経 ］

O8-1 多発性硬化症に対する新たな薬剤評価法の開発

○山崎　礼二（やまざき れいじ）1）、ジェフリー　ハング2）、大野　伸彦1）

1）自治医科大学 医学部 解剖学講座組織学部門、2）ジョージタウン大学 生物学部

O8-2 術前診断に苦慮した鞍上部腫瘍の一例

○松野　彰（まつの あきら）1）2）、廣畑　倫生2）、山﨑　一人3）、石田　康生3）

1）国際医療福祉大学 医学部 脳神経外科学講座、 
2）帝京大学ちば総合医療センター 脳神経外科、 
3）帝京大学ちば総合医療センター 病理部
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O8-3 脳細動脈硬化における血管線維化と脳血管周囲マクロファージの関連

○稲垣　健志（いながき たけし）1）、山崎　礼二2）、長内　康幸2）、篠原　良章2）、坂本　敦司1）、
大野　伸彦2）

1）自治医科大学 医学部 解剖学講座 法医学部門、 
2）自治医科大学 医学部 解剖学講座 組織学部門

O8-4 発達障害責任MED13Lの神経発達における役割と遺伝子変異がもたらす 
病態機能解析

○浜田　奈々子（はまだ ななこ）、永田　浩一
愛知県医療療育総合センター  発達障害研究所 分子病態研究部 

O8-5 マウス大脳皮質発生・発達過程における 
アストロサイト前駆細胞の移動様式とその分子機構

○田畑　秀典（たばた ひでのり）1）、佐々木　恵2）、揚妻　正和3）、林　周宏2）、佐野　ひとみ2）、
廣田　ゆき2）、本田　岳夫2）、稲熊　裕1）、伊東　秀記1）、竹林　浩秀4）、依馬　正次5）、
池中　一裕6）、鍋倉　淳一3）、永田　浩一1）、仲嶋　一範2）

1）愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 分子病態研究部、 
2）慶應義塾大学 医学部 解剖学教室、 
3）生理学研究所 生体恒常性発達研究部門、 
4）新潟大学大学院 医歯学総合研究科 脳機能形態学分野、 
5）滋賀医科大学 動物生命科学研究センター 幹細胞・ヒト疾患モデル研究分野、 
6）生理学研究所 分子神経生理研究部門

O8-6 自閉スペクトラム症責任遺伝子 DEAF1のマウス大脳皮質発達における機能

○西條　琢真（にしじょう たくま）、永田　浩一
愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 分子病態研究部

O8-7 マウス脳神経組織における CYTH2の性状解析

○伊東　秀記（いとう ひでのり）、西川　将司、森下　理香、石黒　智己、野田　万理子、	
永田　浩一
愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 分子病態研究部

O8-8 原発性小頭症遺伝子MCPH7（STIL）の神経発生における役割の解析

○中山　敦雄（なかやま あつお）1）2）、松木　亨1）、田畑　秀典3）、伊藤　秀明4）、笠井　謙次4）

1）愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 細胞病態研究部門、 
2）名古屋大学大学院医学系研究科 連携講座神経生化学、 
3）愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 分子病態研究部門、 
4）愛知医科大学 病理学講座

O8-9 精子 de novo変異導入法による優性遺伝疾患モデルマウスの作製

○高木　豪（たかぎ つよし）、浅井　真人
愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 障害モデル研究部
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O8-10 APC（Adenomatous polyposis Coli）の中枢神経系での役割

○千田　隆夫（せんだ たかお）1）、尾之内　高慶2）、平山　将也3）、酒井　一由4）、松田　修二1）、
山田　名美1）

1）岐阜大学 医学部 解剖学分野、 
2）藤田医科大学 研究支援推進本部 共同利用研究設備サポートセンター 生体画像解析、 
3）藤田医科大学 医療科学部 医療検査学科 形態・病理診断学分野、 
4）藤田医科大学 医療科学部 臨床工学科

O8-11 アストロサイトを脳血液関門の構成要素に含める考え方への疑問

○福田　孝一（ふくだ たかいち）1）2）、橋本　一成†2） 
（†：2018年6月8日死去）

1）熊本大学 医学部 形態構築学講座、2）大阪大学 医学部 第一解剖学

O8-12 変異型ヒトアスパラギン合成酵素の構造基盤に基づく病的意義の解析

○松本　英樹（まつもと ひでき）1）、笹井　英雄1）、山本　崇裕1）、久保田　一生1）、	
加藤　善一郎1）2）、大西　秀典1）

1）岐阜大学大学院医学系研究科 小児科学、2）岐阜大学大学院 連合創薬医療情報研究科 構造医学

O8-13 正常マウス視床下部室傍核に局在する神経細胞質内封入体の立体構造解析

○平山　将也（ひらやま まさや）1）2）、尾之内　高慶3）、塩竈　和也1）、加藤　好光4）、高橋　和男2）、
安倍　雅人1）

1）藤田医科大学 医療科学部 形態・病理診断学、 
2）藤田医科大学大学院 医学研究科 分子病態解析学、 
3）藤田医科大学 共同利用研究設備サポートセンター 生体画像解析室、 
4）藤田医科大学 サージカルトレーニングセンター

O8-14 STK25が関与する大脳皮質形成機構

○松木　亨（まつき とおる）1）、飯尾　明生1）、上田　昌史1）3）、常浦　祐未1）、Howell　Brian2）、
中山　敦雄1）

1）愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 細胞病態研究部、 
2）SUNY Upstate Medical University、3）国立精神・神経医療研究センター

O8-15 ヒト中枢神経系におけるリンパ循環システムの構築

○田中　皓大（たなか こうた）
弘前大学 医学部 医学科 生体構造医科学講座

O8-16 Impaired social facilitation on voluntary exercise of BALB/cCrSlc mice

○吉崎　嘉一（よしざき かいち）1）、浅井　真人1）、中山　敦雄2）

1）愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 障害モデル研究部門、 
2）愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 細胞病態研究部門

O8-17 発達障害責任遺伝子 Rac3の神経組織における発現解析

○西川　将司（にしかわ まさし）、伊東　秀記、野田　万理子、浜田　奈々子、田畑　秀典、	
永田　浩一
愛知県医療療育センター 発達障害研究所 分子病態研究部



― 35 ―

プ
ロ
グ
ラ
ム

O8-18 発達期脳におけるがん抑制遺伝子 FHITの機能解明

○野田　万理子（のだ まりこ）、伊東　秀記、永田　浩一
愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所 分子病態研究部

O8-19 知的障害責任分子 RAC3の大脳発達における生理機能と分子病態機構の解明

○永田　浩一（ながた こういち）、西川　将司
愛知県医療療育総合センター研究所 分子病態研究部

一般演題9　［ 腎　臓 ］

O9-1 Adenomatous polyposis coli遺伝子変異による 
ネフローゼ症候群の尿蛋白減少作用

○藤乘　嗣泰（とうじょう あきひろ）1）2）、畠山　沙亜耶1）、里中　弘志1）、山田　名美2）、	
千田　隆夫2）、石光　俊彦1）

1）獨協医科大学 腎臓・高血圧内科、2）岐阜大学 生命原理学講座 解剖学分野

O9-2 ITGA3遺伝子変異に伴うネフローゼ症候群の腎病理

○小川　弥生（おがわ やよい）1）、岡本　孝之2）、林　麻子2）、高橋　俊行2）、鈴木　諒太2）、	
上田　康弘2）、佐藤　泰征2）、康　徳東3）、柳内　充4）

1）北海道腎病理センター、2）北海道大学 小児科、3）昭和大学 医学部 顕微解剖学、 
4）札幌徳洲会病院 病理診断科

O9-3 Phlorizin excluded sphingomyelin via urine in high fat diet induced  
obesity mice

○齊藤　成（さいとう せい）1）、高橋　和男1）、中嶋　和紀2）

1）藤田医科大学 医学部解剖学Ⅱ（分子病態解析学）、 
2）藤田医科大学 研究支援推進本部 共同利用研究設備サポートセンター オミックス解析室

O9-4 糖尿病ブタの腎組織評価及びプロレニンワクチンの有効性の検証

○小熊　秀隆（おぐま ひでたか）1）、逸見　聖一朗1）、村田　悠輔1）、丸山　高史1）、	
福家　吉伸1）、阿部　雅紀1）、横田　陽匡2）、長岡　泰司2）

1）日本大学 医学部 内科学系 腎臓高血圧内分泌内科学分野、 
2）日本大学 医学部 視覚科学系眼科学分野

一般演題10　［ 循環器 ］

O10-1 閉塞性肥大型心筋症様の所見を伴った 
野生型 ATTR型心アミロイドーシスの1剖検例

○中山　正道（なかやま まさみち）1）、本間　丈博2）、加藤　誠也3）、内藤　嘉紀4）、秋葉　純4）、
矢野　博久1）

1）久留米大学 医学部 病理学講座、2）久留米大学病院 高度救命救急センターCCU、 
3）済生会福岡総合病院 病理診断科、4）久留米大学病院 病理部
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一般演題11　［ 免　疫 ］

O11-1 インターロイキン25による破骨細胞分化制御機構

○大野　建州（おおの たつくに）1）、小野寺　晶子2）、東　俊文1）2）

1）東京歯科大学 口腔科学研究センター、2）東京歯科大学 生化学講座

一般演題12　［ 症　例 ］

O12-1 ミュラー管由来と推定される後腹膜上皮性嚢胞性腫瘍の2症例の 
免疫組織化学的検討

○河原井　麗正（かわらい よしまさ）1）、片岡　史夫1）、渋井　亮介1）、井原　基公1）、木原　真紀1）、
岡田　智志1）、井上　高光2）、松岡　亮介3）、潮見　隆之3）、進　伸幸1）、田中　宏一1）

1）国際医療福祉大学 産婦人科教室、2）国際医療福祉大学 腎泌尿器外科学教室、 
3）国際医療福祉大学 病理・病理診断学

O12-2 腹腔内出血をきたした Neuroendocrine Neoplasmsの一例

○丸井　輝（まるい あきら）1）、並川　努1）、横田　啓一郎1）、藤枝　悠希1）、川西　泰広1）、	
山口　祥1）、藤澤　和音1）、福留　惟行1）、宗景　匡哉1）、上村　直1）、前田　広道1）、	
北川　博之1）、岡本　健2）、小林　道也2）、花﨑　和弘1）

1）高知大学 医学部 外科学講座、2）高知大学 医学部 医療学講座 医療管理学分野

O12-3 ランゲルハンス細胞組織球症の像を伴う木村病の一例： 
症例報告及び文献的考察・レビュー

○村上　一郎（むらかみ いちろう）1）2）、山鳥　一郎3）、岩谷　佳代子3）、表　梨華3）、梅田　直人4）、
丸岡　日向子2）、賴田　顕辞5）、林　芳弘6）、橋田　裕美子7）、樋口　智紀7）、大畑　雅典7）

1）高知大学 医学部 病理学講座、2）高知大学 医学部 附属病院 病理診断科・病理診断部、 
3）福山市医師会 健康支援センター 病理診断科、4）梅田クリニック、5）高知赤十字病院 病理診断科、
6）高知大学 設備サポート戦略室、7）高知大学 医学部 微生物学講座

一般演題13　［ 呼吸器 ］

O13-1 Par3および ZO-1の細胞内局在性が肺扁平上皮癌の予後に与える影響

○仁藤　まどか（にとう まどか）1）、竹腰　進2）、北谷　佳那恵3）、松﨑　智彦1）、矢ケ崎　秀彦1）、
壺井　貴朗1）、中野　圭1）、塩山　希衣1）、増田　良太1）、岩﨑　正之1）

1）東海大学 医学部 外科学系 呼吸器外科学、2）東海大学 医学部 基礎医学系 生体防御学、 
3）東海大学 メディカルサイエンスカレッジオフィス
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一般演題14　［ 口腔（歯） ］

O14-1 ドネペジルは破骨細胞形成と機能を抑制し骨量減少を防止する

○佐藤　毅（さとう つよし）1）、梶原　健2）

1）埼玉医科大学 医学部 口腔外科、2）埼玉医科大学 医学部 産婦人科

O14-2 象牙質シアロリンタンパク質を用いた象牙芽細胞分化に関する 
情報伝達シグナルの解明

○中里　晴香（なかざと はるか）1）、小野寺　晶子2）、間　奈津子2）、古澤　成博1）、東　俊文2）

1）東京歯科大学 歯内療法学講座、2）東京歯科大学 生化学講座

O14-3 舌扁平上皮癌における laminin-receptorの発現とその作用についての検討

○松尾　勝久（まつお かつひさ）1）2）、秋葉　純3）、小笠原　幸子1）、近藤　礼一郎1）、内藤　嘉紀3）、
眞田　咲子1）、角間　辰之4）、楠川　仁悟2）、矢野　博久1）

1）久留米大学 医学部 第一病理学講座、2）久留米大学 医学部 歯科口腔医療センター、 
3）久留米大学病院 病理診断科・病理部、4）久留米大学 バイオ統計センター

O14-4 口腔扁平上皮癌におけるエピゲノム薬の腫瘍抑制効果の検討

○高橋　周平（たかはし しゅうへい）1）、吉田　光希1）、原田　文也2）、Ariwansa　Dedy1）、
Khurelchuluun　Ariuntsetseg2）、Paudel　Durga1）、平木　大地3）、森川　哲郎1）、	
植原　治4）、永易　裕樹2）、安彦　善裕1）

1）北海道医療大学 歯学部 生体機能・病態学系 臨床口腔病理学分野、 
2）北海道医療大学 歯学部 生体機能・病態学系 顎顔面口腔外科学分野、 
3）北海道医療大学 歯学部 生体機能・病態学系 組織再建口腔外科学分野、 
4）北海道医療大学 歯学部 口腔構造・機能発育学系 保健衛生学分野

一般演題15　［ 腫瘍免疫 ］

O15-1 マウス乳癌転移モデルにおける転移前センチネルリンパ節の T細胞活性化の抑制

○柴田　雅朗（しばた まさあき）1）、竹下　篤2）、白岡　千夏1）、山川　和之1）、近藤　洋一1）

1）大阪医科薬科大学 医学部 生命科学講座解剖学教室、 
2）大阪医科薬科大学 医学部 総合医学講座病理学教室

一般演題16　［ その他 ］

O16-1 上皮のトリセルラーコンタクトにおける透過バリア形成機構

○菅原　太一（すがわら たいち）1）2）3）、古瀬　京子1）、大谷　哲久1）2）、若山　友彦3）、	
古瀬　幹夫1）2）

1）生理学研究所 細胞構造研究部門、 
2）総合研究大学院大学 生命科学研究科、 
3）熊本大学 大学院生命科学研究部 生体微細構築学講座
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O16-2 長期に繰り返す食道狭窄により乳癌食道転移が判明した症例について

○小河　真帆（おがわ まほ）1）、沖　豊和1）、杉本　健樹1）、北川　博之2）、並川　努2）、	
花崎　和弘2）

1）高知大学 医学部 乳腺センター、2）高知大学医学部附属病院 外科1

O16-3 新規の骨質吸収細胞をキンギョのウロコの再生過程に求める

○舟橋　久幸（ふなはし ひさゆき）1）、丸山　雄介2）、高木　孝士3）、本田　一穂4）、服部　淳彦2）

1）東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科、2）東京医科歯科大学 教養部 生物学教室、 
3）昭和大学 電子顕微鏡室、4）昭和大学 医学部 解剖学講座 顕微解剖学部門

O16-4 RE1-silencing transcription factor（REST）が 
白色脂肪細胞のミトコンドリア生成に与える影響

○梶田　和男（かじた かずお）1）、森　一郎2）、森田　浩之2）、青木　仁美3）

1）岐阜女子大学 家政学部 健康栄養学科、2）岐阜大学大学院医学系研究科 総合診療科・総合内科学、
3）岐阜大学大学院医学系研究科 再生機能医学

O16-5 白色脂肪細胞における peridroplet mitochondriaの意義

○森　一郎（もり いちろう）
岐阜大学大学院医学系研究科 総合診療科・総合内科学

O16-6 抗うつ薬フルボキサミンの免疫組織化学的薬物動態研究

○進　正志（しん まさし）
崇城大学 生物生命学部 応用生命科学科



会 長 講 演

理 事 長 講 演

特 別 講 演

教 育 講 演

奨励賞受賞講演
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会 長 講 演

　低温室に籠って数リッターのバッファー（水）を何種類も用意し、ウシの脳やヒト血
小板（期限切れ輸血用）から蛋白質をカラム・クロマトグラフィーで精製する（今考え
ると危険！）、そんな古典的な生化学を80〜90年代の私たちは “ 水 ” 商売と呼んでいた。
当時の生化学は “ 数値化できない ” 形態学の対極に位置していた。丁度その頃、遺伝子
工学が勃興しはじめ、大腸菌からリコンビナント蛋白質を精製できるようになった（蛋
白精製という短調な重労働からの解放と云ってもよい）。何の縁か、あの頃一所懸命に
精製し、アミノ酸分析してクローニングし、さらにリコンビナント蛋白質を作って性状
解析した GTP 結合蛋白質（三量体 G 蛋白質と低分子量 G 蛋白質）に、還暦過ぎた今頃
になってまた取り憑かれている。30年数前の「学位論文蛋白質」が、病態機能不明な
疾患責任遺伝子として再び眼前に現れたことに何とも不思議な気持ちがする。20年以
上前に「三量体 G 蛋白質の研究は（ほぼ）終わった」と思われ、学生時代には「感染症
はもう終わった」と（まことしやかに）云われていたことと重なって、自分が関わった
本当に小さい世界でも「歴史は繰り返している」ことに少し感慨を持ってしまう。疾
患の原因遺伝子は陸続と判っても、「そこから先」は遅々として解る様にならない。ま
だ自分の居場所はあるのかもしれない。
　研究するなら留学は当たり前、東京大阪も知らないままロンドンへ。成り行きで細胞
生物学研究を始め、「目で見ること」のシンプルな説得力に感じ入り、何となく「形態」
の世界にドリフトした。2002年頃、いくつかの偶然が重なって本会に入会。とは言う
ものの、「電子顕微鏡って何？」「ガリバーがつかう実体顕微鏡みたいなものかしら？」
くらいの認識しかない門外漢には居場所もなく、学会初参加は2007年山梨大会まで待
たねばならなかった。学会名が「臨床電子顕微鏡」から「臨床分子形態」に変わった
頃であり、また、たまたま「基礎的」な組織細胞化学会との合同大会だったこともあ
り気分的にも楽だった。しかしこの時の非常に楽しい体験（主に懇親会ではあった
が、、、）が刷り込まれて、以来本学会には皆出席・皆発表である。本道の学会とバッティ
ングした時も、迷わず本会を選んできた。楽しいから。専攻分野の学会だと競争相手の
動向も気になるし相応の緊張感もある。本学会の「学際性」は、裏を返せば「気楽さ」。
気さくに話をして下さる先生が、その分野では凄い先生だったりする。凄い先生を凄い
と感じなくても済む、これこそが本学会の懐の深さだろう。いけない、全く抄録の体を
成していない。
　私は随分と回り道をして神経研究の世界に辿り着いた。2004年に始めた神経研究の
自分史がそのまま本学会の自分史と重なってしまうことに、これを書きながら気付いた。
活動歴が浅く “ 傍流 ” を歩み続けている我が身に “ 会長講演 ” は面映い。多少の “ 衒（て
ら）い ” もありますが、本講演では、本学会との関わり合いについて少し、そして若い
共同研究者たちの仕事を少し紹介させて頂きます。

発達障害を観て考える：生化学者が迷い込んだ異学会

永田　浩一（ながた こういち）
愛知県医療療育総合センター発達障害研究所

PL
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講
　
演

　

永田 浩一（ながた こういち）　略歴

1986年 岐阜大学医学部医学科 卒業

1991年 日本学術振興会 特別研究員

1993年 岐阜大学医学部分子病態学講座 助手

1995年 ロンドン大学MRC分子細胞生物学研究所 客員研究員

1997年 岐阜大学医学部分子病態学講座 助教授

1998年 愛知県がんセンター研究所 発がん制御研究部 室長

2004年 愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所 神経制御学部 室長

2007年 同 部長

2017年 同 副所長

2019年  改組により愛知県医療療育総合センター発達障害研究所・ 
分子病態研究部

現在に至る

資格・所属学会

日本臨床分子形態学会 評議員、理事（現）

日本神経化学会 評議員、理事（前）

日本小児神経学会 評議員

日本生化学会 評議員

受賞歴

1991年 岐阜医学協議会 奨励賞

2010年 日本臨床分子形態学会 奨励賞
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一 般 演 題
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【背景と目的】 炎症性腸疾患（IBD）であるクローン病や潰瘍
性大腸炎は、我が国の指定難病である。遺伝的要因を背景に、
腸上皮バリア機能異常と免疫応答異常により発症するとされ
るが、明らかな原因は不明である。腸上皮バリア機能の評価
は、FITC 標識 dextran（FITC-dextran）が腸上皮を通過し
て血中へ移行した量、経上皮細胞電気抵抗、透過型電子顕
微鏡によるタイトジャンクション開大の有無、タイトジャンク
ション蛋白質発現量等を組み合わせて総合的に行われること
が多い。しかし、正常な腸上皮において FITC-dextran が
血中に移行するか、その場合、傍細胞経路（paracellular 
pathway）を介するか、経細胞経路（transcellular pathway）
を介するかを詳細に検討した報告は少ない。今回我々は、腸
上皮バリア機能を評価する目的で、正常マウスの回腸管腔内
に高分子トレーサーを注入し、形態学的に解析した。

【材料および方法】 8週齢雄 C57BL/6マウスの回腸管腔
内に FITC-dextran 40 kDa または HRP を注入し、1時
間後に回腸を採取した。その後、免疫組織化学、電子顕微
鏡による観察を行い、形態学的に評価を行った。免疫組織
化学では幹細胞マーカーとして抗 Olfm4抗体、杯細胞マー
カーとして抗 Mucin 2抗体、パネート細胞マーカーとし
て抗 Lysozyme 抗体を使用した。
【結果】 回腸陰窩部上皮で細胞質に FITC-dextran を有す
る細胞を認めた。それらの細胞は、陰窩底部、中部、上部に
それぞれ存在しており、陰窩内における分布は不均一であっ
た。また、細胞の形態、顆粒の有無にも差が見られた。一方、
絨毛部上皮には FITC-dextran を有する細胞は認められな
かった。各種マーカー抗体を用いて免疫組織化学を行った
結果、FITC-dextran 陽性細胞は、陰窩底部の Olfm4陽性
細胞、および Lysozyme と Mucin 2二重陽性細胞と一致し
た。また陰窩中部～上部では、Lysozyme と Mucin 2二重
陽性細胞、および Mucin 2単独陽性細胞と一致した。
【考察】 従来、小腸のバリア機能評価には絨毛に存在する
吸収上皮細胞が用いられ、正常な場合、高分子物質の取り
込みは生じないことが知られている。今回の結果より、正
常な回腸陰窩部において幹細胞、パネート細胞、杯細胞が
FITC-dextran の取り込み能を有することが明らかとなっ
た。腸上皮バリア機能評価の際の FITC-dextran の血中へ
の移行に、transcellular pathway も含まれる可能性が考え
られることから、今後、上皮細胞基底側からの放出の有無
を確認する予定である。また、パネート細胞は IBD の病態
に関与するとされており、高分子物質取り込み能と、IBD
の炎症惹起との関連についても検討していく予定である。

回腸陰窩構成細胞における 
高分子物質の取り込み能に関する形態学的研究

○中村　健太（なかむら けんた）1）2）、馬場　良子1）、國分　啓司1）、
原田　大2）、森本　景之1）

1）産業医科大学 医学部 第2解剖学
2）産業医科大学 医学部 第3内科学

一般演題1 ［消化管］

O1-1

【目的】 GIST と胃癌が併存することは比較的稀である。
21 ㎝大の巨大 GIST と胃癌が併存し術前イマチニブ治療
後、根治手術を施行した症例を経験したので報告する。
【症例】 58歳の男性。高血圧で近医で内服加療中に左上腹
部腫瘤を指摘され精査加療目的に当科紹介となった。左肋
弓下から臍部にかけて腹部が膨隆し腫瘤を触知した。上部
内視鏡検査で穹隆部から胃体部小彎後壁側にかけて潰瘍を
伴う隆起性病変を認め、胃体中部から下部にかけて胃壁外
性圧排と思われる隆起を伴い、生検で GIST の病理診断で
あった。胃角部小彎には不整な浅い陥凹病変を認め、生検
で印環細胞癌であった。造影 CT 検査で左上腹部に21 ㎝
大の内部が不均一で辺縁優位に造影される巨大な腫瘤を認
め、一部に石灰化結節や壊死や嚢胞変性を疑う明瞭な低吸
収域を伴っていた。FDG-PET-CT 検査で腫瘤に一致して
SUVmax12.9の FDG の高集積が見られ、明らかな遠隔転
移や播種を思わせる病変を認めなかった。腫瘍が巨大であ
るため、先ずイマチニブ投与を行い、5か月後には腫瘍は
9 ㎝まで縮小し胃全摘術、D1+ リンパ節郭清、膵体尾部合
併切除、浸潤部横隔膜切除、Roux-en-Y 再建を施行した。
胃癌の最終診断は M, Less, Type 0-IIc, 90×75 ㎜, T2

（MP）, N1（1/18）, M0, P0, H0, sig, ly0, v0, Stage ⅡA で、
術後 S-1術後補助化学療法を1年間行った後、イマチニブ
投与を再開した。イマチニブ投与中の術後2年の CT 検査
で腹腔動脈頭側の術後部近傍に22 ㎜大の腫瘤が出現し、
同部の FDG 高集積（SUVmax：8.2）を認め GIST 再発の
診断となった。スニチニブ投与を開始し腫瘍径と SUVmax
の低下を認め、8か月後には CR となり、術後4年を経過し
新病変の出現なくスニチニブ内服を継続中である。
【結語】 GIST に対するイマチニブによる術前薬物治療は
有用である可能性があり、今後症例の集積、臨床試験によ
り薬物治療の期間、手術のタイミング等の検討が望まれる。

胃癌併存巨大胃GISTに対して 
術前治療後治癒切除可能となった1例

○北川　博之（きたがわ ひろゆき）1）、並川　努1）、丸井　輝1）、	
横田　啓一郎1）、山下　柚子1）、小松　優香1）、藤枝　悠希1）、
川西　泰広1）、山口　祥1）、藤澤　和音1）、福留　惟行1）、
小河　真帆1）、宗景　匡哉1）、沖　豊和1）、上村　直1）、	
前田　広道1）、岡本　健2）、杉本　健樹1）、小林　道也2）、
花崎　和弘1）

1）高知大学 医学部 外科学講座
2）高知大学 医学部 医療学講座 医療管理学分野

O1-2
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